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トステム株式会社　環境室 
〒136-8535 東京都江東区大島2-1-1 
TEL.03-3638-8886  FAX.03-3638-8274 
E-mai l .kankyoushi tsu@exc.tostem.co. jp

環境に関するホームページ 
h t t p : / / w ww . t o s t e m . c o . j p / e c o /

本報告書は、古紙配合率100％の再生紙と揮発性有機化合物（VOC）ゼロの植物性インキを使用しています。 
2003年8月発行 

トステムインターネットホームページ 

http：//www.tostem.co.jp/

この「トステムエコラベル」は
トステムの商品および事業活動における
環境への配慮を示すためのマークです。

若葉が芽吹き育ってゆく様と家をモチーフに
クリーンな空気・水を表現しています。

Environmental Sustainability Report 2003
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減らしながら、高める。

C o n t e n t s

減らして、まもる。

会社名 トステム株式会社
TOSTEM CORPORATION

設立 2001年10月1日

本社所在地 〒136-8535
東京都江東区大島2-1-1

取締役・監査役 ※取 締 役 社 長 菊池　光男
（※は代表取締役） ※取締役副社長 後藤　安雄

専 務 取 締 役 小川　康彦
専 務 取 締 役 竹野　恭二
取締役（非常勤） 潮田健次郎
取締役（非常勤） 飛田　英一
取締役（非常勤） 水谷千加古
取締役（非常勤） 潮田洋一郎
取締役（非常勤） 阿部　眞一
常 勤 監 査 役 三浦　忠明
常 勤 監 査 役 高瀬暎之助
監 　 査 　 役 雪竹　弘久
（2003年6月28日現在）

資本金 346億円（2003年3月31日現在）

従業員数 12,648名（2003年3月31日現在）

事業内容 住宅用アルミサッシ、キッチン・バ
スルーム等住宅設備機器、木質
系内装建材、ビル用アルミサッシ、
カーテンウォール、エクステリア建
材、店舗用建材、住宅構造体パ
ネルなどの開発・製造・販売

売上高・経常利益
（単位：億円） 売上高

4,947
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経常利益
385
458
378
418
96
170
200
151
81
114

次回発行は、2004年8月を予定しています。

トステムは、2001年10月21日株式会社INAXと経営統合し、
株式会社INAXトステム・ホールディングスの事業会社となりました。

本報告書は、「環境省ガイドライン」「GRIガイドライン」を参
考に編集しています。網羅性、検証性などについて不十分
な点も多く、今後の課題ではありますが、読者の皆様とのコ
ミュニケーションツールとして、より分かりやすく簡潔に表現
することを心がけました。また、より実態に即してお伝えでき
るように、取り組みの現場からの声を随所に紹介しています。

トステム株式会社
国内：本社（商品部門、購買部門、管理部門）

生産工場、物流センター………………51事業所
営業拠点…………………………………39支店
工事拠点…………………………………18事業所

海外：生産工場 …………………………………2工場

2002年4月～2003年3月
（活動については、報告書発行直近のものを含みます）

本報告書について

表紙に掲げたのは、北アメリカ原産の学名「アメリ
カヤマボウシ」の葉。ミズキの仲間で花が目立つ
ことから、「アメリカハナミズキ」とも呼ばれます。日
本がアメリカの首都・ワシントンD.C.に贈った桜の
苗木へのお礼として、1915年（大正4年）にアメリ
カから贈られたことから、花言葉は「返礼」。地球
環境への感謝の気持ちを込めて掲載しました。
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トステムは、1993年に「環境に配慮する住生活総合企業として、かけがえのない

地球環境保護と人類の住生活向上に寄与するために、積極的かつ継続的に行

動します」を環境理念として定め、今日まで環境保全活動を展開してまいりました。

活動は主に生産部門を中心に廃棄物削減や省エネルギーなどの基本的事項に

取り組み、一部工場はISO14001の認証を取得をいたしました。

しかし、環境への取り組みは、メーカーとして環境に配慮した商品を社会に

供給することなど、事業全域での活動が必要と考えます。すなわち商品設

計、生産といったモノづくりに関わる部門は無論のこと、営業、工事や管理

などの部門も含めた全社員が、それぞれの業務の中で環境を意識すること

が必要であると考えました。

そこで2001年10月の事業会社設立を機に、具体的な取り組みとして、全事業

活動で環境マネジメントシステムを導入し、2003年3月20日に全社一括で

ISO14001の認証を取得いたしました。全社での一括取得は建材業界初であ

り、環境経営に向けた活動基盤を築くことができたものと考えております。

建材事業は、ますます「環境」への配慮が重要になってきており、資材の「グリー

ン調達」や生産現場での「地球温暖化対策」「廃棄物管理」「化学物質管理」

および「土壌汚染リスク管理」といった環境負荷低減だけでなく、商品開発に

「環境設計」の考え方を導入し、「長寿命・高機能化」「シックハウス対策」「省エ

ネルギー化」などの環境配慮型商品の開発を積極的に進めてまいります。

さらに、営業社員の環境意識向上を図るための教育や、オフィスでの省エ

ネルギー・省資源などの環境配慮も推進しています。今後は、利害関係者

の皆様にも、環境活動の重要性をご理解いただき協働で取り組んでいくた

めに、社員一人ひとりがより一層の努力を重ねてまいります。

「よい家に住むことは万人の願い、この願いを実現するために私たちは働く」

――これは、創業以来トステムが掲げてきた綱領です。豊かな住生活を創

造し、快適な住まいづくりのお手伝いをするためには、私たちが生活する地

球環境への意識を高め、活動していくことが大切です。この環境報告書を

通じて、現状と今後の取り組みの目標をご理解いただくとともに、忌憚のな

いご意見を賜りますようお願い申し上げます。

2003年8月

取締役社長

ごあいさつ
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人類の住生活向上に寄与するために、
3つの設計指針に基づき、

環境配慮型商品を開発しています。

HL設計
省エネ リデュース・リユース・リサイクル

PRTR・化学物質管理
PF設計

3R設計

「商品」における環境への配慮については
P.16～をご覧ください。

「生産」「オフィス」における環境への配慮については
P.28～をご覧ください。

ピンクは熱や光を、
グリーンは資源を大切にすることを、
そしてブルーは“クリーン”を、
イメージした色です。

地球環境保護に貢献するために、
3つの重点項目を設けて

生産・オフィスでの活動に取り組んでいます。

社会に
おける
循環

社内に
おける
循環

Products Manufacturing

Office
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トステムと
環境との
かかわり

省エネ性にすぐれた高断
熱・高気密住宅

機能性と安心な木質材料にこだわったキッチン

お手入れしやすく、リフォームにも対応したバスルーム

材料別に分離してリサイクルできる
断熱複合サッシ

すべての木質系内装建材で低
ホルムアルデヒド対策を実施

断熱性と遮音性を実現する軽量
な外壁材

耐久性に優れたデッキ材やメン
テナンスが楽な屋根材

高い施工技術と意匠性で店舗を演出する店舗用建材

空調負荷の低減にも配慮したビル用建材

Products

トステム商品のライフサイクルは、大きく「開発・資材調

達・生産」⇒「流通・施工」⇒「建築物での使用・補修」⇒

「使用後の解体・廃棄・再資源化」に分けられます。

この商品のライフサイクルにおいては、資源やエネルギ

ーを消費しながら、二酸化炭素（CO2）などの排ガス・有害

化学物質・廃棄物を排出するという環境に対する「マイナ

ス側面」があります。一方、断熱性能の高い商品は、建築

物での使用において長期間にわたり冷暖房の省エネルギ

分解･分別がしやすい設
計やリサイクルしやすい
材料の選定などを行って
います。

高機能・長寿命、資源
有効利用、そして有害物
質対策という3つの設計
指針に基づき、環境配
慮型商品を設計、開発
しています。

使用時のことを考えて、
安全で、安心して使って
いただける商品の開
発・生産を行っています。

玄関ドアは
断熱性や通
風、リフォー
ムを考慮
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Manufacturing

Office

ー効果をもたらし、また高耐久化や価値を維持するしくみ

は建築物の長寿命化を促進し、省資源や廃棄物排出抑

制につながります。さらにアルミニウムをはじめリサイクル

性の高い材料の資源再生に配慮した商品は、最終的に

循環型社会の良質な資源になるといった、環境に対する

「プラス側面」もあります。

トステムではあらゆる事業活動において、この「マイナス

側面の抑制」と「プラス側面の向上」に取り組んでいます。

窯業原材料

プラスチック原材料

木質原材料

アルミ原材料

地球温暖化防止、廃棄
物ゼロエミッション、そして
化学物質管理といった点
に重点を置き、地球環境
に余分な負荷をかけない
生産活動を行っています。

施工現場で発生する廃
材をできるだけ削減する
とともに、リサイクルの促
進に取り組んでいます。

環境への負荷がより少な
い原材料や部品などを
優先的に調達する、グリ
ーン調達を行っています。

輸送の効率化による消
費燃料の削減や梱包資
材のリユースに取り組
んでいます。
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トステムと
環境との
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P.40

P.43

P.9

P.3

P.13
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Ⅱ

ISO14001の一括認証
取得に向けたキックオ
フ大会を開催しました。

環境情報は2001年度より
ホームページ上で公開して
いましたが、印刷物として
は初めて発行しました。

基本理念と取り組み指針を記載した環境
方針カード35,000枚を全社員とグループ
会社に配布。社員の環境への意識向上
を図っています。

2003年2月に施行された土壌汚染対策法
や2002年施行のPRTR法、水質汚濁防
止法改正を踏まえ、対象工場の自主的な
調査を実施しました。

建材メーカーとしては初めて、グループ会
社全44社で、ISO14001の認証を全拠
点一括で取得しました。「商品」「購買」
「生産」「工事」「営業」「管理」という6つ
の領域の合計348拠点（対象人員約
32,000名）を対象とする、広範囲にわた
るものです。

木質系内装建材や住宅設備機器など、多岐にわたる
商品で最高ランクへの切り替えを行っています。

P.15

P.10

P.24

P.38

P.16

P.47

P.33

P.39

P.27

P.15
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環境
マネジメント
システム



1993年に策定した「トステム環境ボラ

ンタリープラン」により、事業活動と環境

との共生が経営の重要課題のひとつで

あると改めて認識し、生産部門を中心に

活動を展開しました。しかし、これからは

直接お客様と接する立場にある営業社

員をはじめ、全社的な環境活動が必要

であると判断し、そのためには環境マネ

ジメントシステムの全社導入が不可欠で

あると判断しました。そして2002年4月よ

り全社一丸となって活動に取り組んだ

結果、2003年3月20日、建材業界初の

ISO14001の全社一括認証を取得する

に至りました。

「全社」とは、商品の開発設計段階の

『商品領域』、資材調達段階の『購買領

域』、製造・輸送段階の『生産領域』、販

売段階の『営業領域』、施工段階の『工

事領域』、そして本社機能の『管理領域』

の6領域を指し、本社、生産工場・物流

センター、営業拠点、工事拠点を含む約

350カ所に及びます。

一括認証取得のメリットは、全社が同

じ土俵に乗ることでベクトル合わせの迅

速化や情報の共有化が図れ、全員参加

型の環境経営が可能になることです。

トステムではこの環境マネジメントシス

テムを全事業活動の基盤とし、さらにリス

クマネジメントや、環境コミュニケーション

などの知識や手法、情報を全社で共有

することにより、システムがより有機的に

機能するよう体制強化を図っていきます。
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これまで営業領域では、業務の中で環境的視野に立った活動というものをほ
とんど実施してきませんでした。そんな中で昨年は、営業を含めて全社一体の環
境活動に取り組みました。全員参加型の活動に重きを置き、まずは環境モラル
をアップさせることに主眼を置きました。
昨年1年間活動を実施してきて、ようやく営業マンにも自覚が芽生えてきたの

で、今年はお得意様からの環境面の要望を把握し、商品開発や生産活動に生
かせるよう、アンテナショップ的な役割を充実させていきたいと思っています。営業人事総務部

牧野隆司

生産領域においては、まだまだ多く排出している産業廃棄物を3年後に半減
（2001年度比）、埋立廃棄物については、1年後にゼロをめざして活動していま
す。また地球温暖化対策としてのCO2削減の精力的な活動や、コ・ジェネレー
ションシステムなどによるエネルギー有効活用などの研究も進めていきます。さ
らに梱包資材においても、梱包レス化をめざし活動していきます。
そのためには、人材の育成と活動体の構築が重要。2003年度も環境技術
者の教育を実施し、環境技術者でのチームを編成し組織的なチーム活動を活
性化させて、種々の課題を精力的に解決していきます。

生産本部
技術統轄部
武蔵義昭

2002年度はISO14001の認証を全社で取得するという目標に向けて、本社
ビルの全社員一人ひとりの自覚・意識において活動が進められるよう、各部
署から選出した約100名の環境担当者を通じて全員参加の環境活動を推進
したことにより、領域内EMS推進体制の基盤を構築することができました。
2003年度も2002年度同様、全員参加の省エネルギー・分別収集による廃

棄物削減活動などを推進するとともに、新たに発生源対策としてペーパーレス
運動を推進し、地球環境保護に貢献していきます。人事総務統轄部

石島伸一

購買領域では、環境への負荷がより少ない資材、原料、機械設備などのグリ
ーン調達を推進しています。実施にあたっては「トステムグリーン調達基準書」に基
づき、購買先の取り組み状況を自己チェックしていただき、その結果をトステムで
評価しています。
2002年度の評価結果では、約8割の購買先が当社の基準を満たしていまし

た。2003年度は、このグリーン調達制度の購買先へのさらなる定着・浸透を図
っていきます。購買本部

長谷部拓也

2002年度は、全サイトにおける 環境マネジメントシステムの基盤構築の年で
あり、工事領域でも全員がテーマを持って活動を実施してきました。その結果、
CO2、廃棄物の排出量の削減を実現することができ、かつ、この活動を通じ多
くの内部監査員の育成ができました。
2003年度はさらに 環境マネジメントシステムのスパイラルアップをすべく、組

織的かつ継続的な活動を実施していきます。
TLC事業統轄部
吉田保孝

当社では、これまでにも断熱・防露性の高いサッシ・ドアや木造住宅用高断
熱・高気密構造パネルシステムなど、使用段階での省エネに貢献する商品開発
を積極的に行ってきました。またシックハウス症候群の原因となるホルムアルデヒ
ドなど揮発性有機化合物の低減や、商品の耐久性向上、梱包材を含む廃棄
時の取り扱い性の容易化なども進めています。
2002年度からは商品全般について、そのライフサイクルを通じて環境配慮性

をさらに高めるための活動に移行しました。今後も、以前にも増して「居住者に
はより安全で、地球によりやさしい」モノづくりに鋭意取り組んでいきます。

商品本部
技術管理室
木寺康

ISO認証取得を告知
する本社入口の看
板（上）と、取得を示
すプレート
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環境
マネジメント
システム

環境マネジメントシステムの導入とISO14001認証を全社一括取得

商品アセスメントの実施

タイプⅡエコラベルの実施

環境設計情報システムの構築

環境設計教育の実施

内部環境監査員社内資格者を累計人数900名養成

生産工場・工事拠点の環境管理者を累計人数78名養成

環境会計制度基盤の構築

環境物量データベースシステムの開発・導入

HL設計 HL設計商品の品揃えを拡充

3R設計 商品の3R設計を推進

PF設計 管理対象化学物質の制定

ポリウレタン発泡のノンフロン化

シックハウス問題への継続的な対応

硬質塩ビの脱鉛配合化

軟質塩ビの代替技術開発

カタログの環境適合化

生産工場 CO2排出量を3％削減

工事拠点 CO2排出量を1％削減

本社ビル 照明・エレベーター使用によるCO2排出量を1％削減

営業拠点 営業車両使用によるCO2排出量を1％削減

生産工場 廃棄物の排出量を16％削減、再資源化率85％に向上

工事拠点 廃棄物の排出重量を10％削減

本社ビル 可燃物排出量1％削減、不燃物排出量5％削減

営業拠点 事務所廃棄物の分別を100％実施

生産工場 PRTR対象化学物質の取扱量を20％削減

本社ビル 所有車両の12％を低公害車に切り替え

生産工場 土壌保全管理を100％実施

ISO14001認証取得済みの取引先を38％に拡大

グリーン調達実施済みの取引先を30％に拡大

取引先の環境評価リストにおける評価平均点を70点に向上

2002年版環境報告書の発行・ウェブサイトでの公開

社内コミュニケーションとして社内報に環境関連記事の掲載

チェックリストによる商品アセスメントを制度化して、すべて

の商品開発プロセスを対象に、テーマ起案・企画・設計および

試作の各段階において、環境性能の評価・是正を開始しまし

た。これにより、2002年度開発商品において、高機能・長寿

命、および3Rなどの側面について、従来品に比べ全般的にレ

ベルアップすることができました。2003年度より、評価結果を

もとにタイプⅡエコラベルの表示を実施していきます。

また化学物質対策については、シックハウス対応、ノンフロ

ン化をはじめとした重点項目について、計画に従って推進しま

した。
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2003年3月20日に認証取得（全348事業所・対象人数約32,000名）

2003年1月より全開発商品を対象にチェックリスト法によるアセスメントを導入

開発関連部門従事者を対象にアセスメント教育の実施

タイプⅡエコラベル制度を制定

イントラネットを利用した情報システムの構築完了

環境設計教育117名修了

内部環境監査員社内資格者を累計人数844名修了

生産工場・工事拠点の環境管理者を累計人数70名修了

環境会計制度基盤の構築および2002年度環境会計監査の実施

環境物量データベースシステムの開発・導入を完了

リフォーム向け商品など高機能・長寿命商品の研究開発を継続的に実施／品揃え拡充

アルミと樹脂の複合サッシにおける易解体構造化など3R設計を継続的に実施

2002年度版管理対象化学物質リストを制定

一部商品を除き代替フロン切り替え完了

ホルムアルデヒド発散等級「F☆☆☆☆」への対応と社内検査体制の強化

内作品は対応済み、一部の外作品における対応実施

非塩ビ化の技術開発推進

商品カタログに再生紙・大豆油インキの使用開始／接着剤にEVAホットメルトを採用／撮影・編集方法のIT化推進

CO2排出量を4％削減

CO2排出量を10％削減

照明・エレベーター使用によるCO2排出量を3％削減

営業車両使用によるCO2排出量を1％削減

廃棄物の排出量を23％削減、再資源化率83％に向上

廃棄物の排出重量を10％削減

可燃物排出量17％削減、不燃物排出量10％削減

事務所廃棄物の分別を100％実施

PRTR対象化学物質の取扱量を27.8％削減

所有車両の12％を低公害車に切り替え完了

土壌保全管理を100％実施

ISO14001認証取得済みの取引先を38.4％に拡大

グリーン調達実施済みの取引先を33.7％に拡大

取引先の環境評価リストにおける平均評価点を73.3点に向上

2002年8月に2002年版報告書発行・ウェブサイトでの公開

社内報に環境関連記事を毎号掲載

環境マネジメントシステムの維持管理・スパイラルアップ

チェックリスト法アセスメントの継続実施

LCA法アセスメントの導入

タイプⅡエコラベル表示実施

情報システム維持・改訂

対象者への教育の実施

内部環境監査員社内資格者を累計人数1,700名養成

生産工場・工事拠点の環境管理者を累計人数100名養成

環境会計制度の全社展開と精度の向上

環境物量データベースシステムの運用開始

HL設計商品の品揃え拡充

3R設計商品の品揃え拡充

管理対象化学物質リストの見直し

代替フロンの全廃、水処方への全面切り替え

その他VOCへの対策推進

外作品における脱鉛配合の継続的な推進

非塩ビ化の技術開発推進

環境に配慮したカタログ制作の継続的な実施

CO2排出量3％削減

CO2排出量1％削減

本社照明・ショールーム空調電力量を1％削減

営業車両使用によるCO2排出量を2％削減

廃棄物の排出量を8％削減、リサイクル率90％に向上

廃棄物の排出重量を10％削減

事務用紙購入量5％削減、不燃物排出量4％削減

事務所廃棄物の分別維持管理を100％実施

PRTR対象化学物質の取扱量を30％削減

低公害車への切替を計画通りに実施

調査を自主的に展開し計画を100％実施

ISO14001認証取得済みの取引先を43％に拡大

グリーン調達実施済みの取引先を40％に拡大

取引先の環境評価リストにおける評価平均点を76点に向上

特定化学物質のうち2物質の使用を削減

2003年8月に2003年版環境報告書を発行・ウェブサイトでの公開

社内報に環境関連記事の掲載・イントラネットに環境関連情報の掲載

地球温暖化対策については、各事業領域において2002年

度のCO2排出削減目標を達成しました。特に、CO2排出量の

多い生産プロセスでは、省エネ技術の導入や生産ラインの集

約が功を奏し、2001年度比4％の削減となりました。

一方、廃棄物対策については、目標の再資源化率85％に対

して83％と未達に終わりました。今後は社内でのリサイクル拠

点整備を進め、廃棄物ゼロエミッションをめざします。

また、化学物質対策については、PRTR対象13物質の使用

量削減を進めるとともに、土壌調査の対象事業所を自主的に

拡大、実施しました。
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環境保全コストと効果など、数値化された環境情報を経営者層

に提供し、適切な改善策の企画と実施を推進します。

トステムの環境保全活動について、外部とのコミュニケーションを

図るためのツールとして役立てます。

2002年度は、環境保全コスト金額35億円（設備投資額5億円、

経費30億円）に対して、経済効果金額は9億円でした。設備投資

はダイスアルカリ回収設備、溶解炉用集塵機、苛性洗浄塔改良

工事、ドロス処理機、その他の環境設備導入により増加していま

す。経費は総額で減少していますが、全社一括でISO14001の認

証を取得するための活動を行ったことにより、管理活動コストが前

年と比較して著しく増えています。環境保全活動にともなう経済効

果はほぼ2001年度並みでした。エネルギー使用量が2001年度

に比べ減少したのは、全社的なエネルギー削減努力、工場の一

部閉鎖および生産高の減少などが要因です。

11工場、52子会社、6物流センター、購買部門、研究開発部門、管理部門
2002年4月1日～2003年3月31日
①環境設備投資の集計範囲：環境負荷を低減する目的で当期に取得した設備、機械などの償却資産の当期取得価額を集計しています。
②費用は発生主義で計上し、減価償却費は環境費用から除いています。
③環境損傷コストの汚染負荷量賦課金は、公害健康被害補償予防協会に対する一般的な納付金です。
④環境保全効果は、環境保全対策が実施されなかった場合と比較した削減量をCO2換算値で計上しています。
⑤環境保全対策にともなう経済効果には、推定計算を含むみなし効果は含めておりません。
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環境
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単位：百万円

環境保全コストの分類

1）事業エリア内コスト

内 ①公害防止コスト

訳 ②地球環境保全コスト

③資源循環コスト

2）上・下流コスト

3）管理活動コスト

4）研究開発コスト

5）社会活動コスト

6）環境損傷コスト

合計

2001年度

設備投資 経費 合計

261 2,541 2,802

65 456 521

64 368 432

132 1,717 1,849

0 66 66

0 69 69

21 345 366

0 63 63

0 14 14

282 3,098 3,380

2002年度

設備投資 経費 合計

455 2,225 2,680

253 500 753

117 253 370

85 1,472 1,557

26 37 63

0 285 285

10 387 397

0 37 37

0 15 15

491 2,986 3,477

主な内容

主たる事業活動により事業エリア内で生じる環境負荷を抑制するための環境保全コスト

公害（大気、水質、土壌、騒音、振動、地盤沈下など）防止のために必要な投資および経費

温室効果ガスの排出抑制、省エネルギーなど地球温暖化防止のために必要な投資および経費

事業エリアから出る廃棄物の減量化、処理、リサイクルのために必要な投資および経費

グリーン購入など事業エリアの上流側で発生する環境負荷の抑制、および会社が販売した

製品、容器包装などの使用・消費・廃棄などに伴い事業エリアの下流側で発生する環境負荷

を抑制するために必要な経費

環境マネジメントシステムの構築、運用、認証取得のための経費、および環境に関する

社員への教育・啓発に必要な経費

環境保全にかかわる製品の研究開発、製品の製造段階、物流段階および販売段階における

環境負荷抑制のための研究開発に必要な投資および経費

自然保護、緑化などの環境改善対策のための経費、環境保全を行う団体、地域住民の行う環境活動

などへの寄付、支援、情報提供などの社会的取り組みのための経費、環境情報の公表のための経費

汚染負荷量賦課金、土壌汚染調査費など

単位：t-CO2
2001年度 2002年度

環境負荷 削減率 環境負荷 削減率
削減量 削減量

CO2 27,092 7.5% 21,768 6.2%

単位：百万円
2002年度

金額

311

325

258

894

2001年度

金額

417

286

153

856

効果の内容

1）省エネによる費用削減等

（電気料・燃料費・上下水道料等の節減額）

2）リサイクルにより得られた収入

（有価物売却益）

3）リサイクルによる消耗材料費削減額等

合計

2001年度 2002年度

電気 395,687MWh 391,884MWh

A重油（低硫黄） 48,191S 46,769S

灯油 7,204S 7,301S

LPG 11,990 t 11,183 t

環境負荷総量（CO2換算） 336,229 t-CO2 328,751 t-CO2

（注）集計範囲の見直しを行ったため、2001年度のエネルギー使用量は変更されています
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環境会計の第三者検証をお願いした、株式会社中央青山PwC
サステナビリティ研究所主席研究員の井上壽枝さん（左）と主任
研究員の西山久美子さん
「基礎的な管理能力の高さは特筆すべきことと思われます。ご提示
した数百の修正箇所を2、3日で仕上げられる組織力には、スタッフ
一同驚嘆いたしました。このスピードをもってすれば、環境会計のガ
イドラインさえ徹底なされば、さらにすばらしいシステムになるでしょう」
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環境の改善活動を全社的に行うため

には、一人ひとりの環境への意識が大

切です。トステムでは環境方針を理解し、

日々の環境に対する意識の向上を図る

ため、名刺サイズの環境方針カードを全

社員に配布。朝礼などで読み合わせを

行っています。さらに環境方針ポスター

（縦84cm×横60cm）3,000枚を全国の

支店・工場・ショールームなど、すべての

事業所に配布・掲示しました。

環境マネジメントシステムでは、内部監

査による是正・点検が不可欠。そのため

本セミナーでは、ISO14001規格の解説

から具体的な内部監査の進め方まで、実

践的なプログラムにより、内部監査員を

養成。修了者には内部監査員としての資

格を証明するための修了証を発行します。

（2003年4月時点での修了者数：844名）

商品開発関連部門の新入社員を対象

とした基礎教育プログラムです。環境問

題の実態や環境法令および社会動向な

どの基本的な知識に加え、主に環境配慮

型商品設計の基本技術を身につけ、次世

代を意識した開発者を養成しています。

（2003年4月時点での修了者数：117名）

商品開発部門の企画・設計者を対象

とした、環境設計の概要、環境設計指針

および環境設計の取り組み、ならびにア

セスメント要領、チェックリストマニュアル

等商品アセスメントを実施するために必要

な知識・能力が身につけられる内容。商

品立案から完成までの商品開発の各過

程において実施される商品アセスメントの

技術を身につけ、開発段階で評価・是正

できる開発者を養成しています。（2003年4

月時点での修了者数：183名）

生産部門での保全活動のレベルアッ

プを目的とした、年4回のプログラム。環

境問題の本質を理解し環境法令および

環境技術など必要不可欠な知識を兼ね

備えたうえで、環境マネジメントシステム

にのっとりリーダーシップを発揮できる人

材を育成します。（2003年4月時点での

修了者数：70名）

生産部門におけるその年度の優秀な

環境活動事例を選抜して行うエコファク

トリー（EF）大会は、経営トップに直接活

動の成果を報告することで、環境管理活

動のさらなる質的向上を促す場となって

います。上位入賞したグループには、「EF

大賞」「EF優秀賞」などが贈られます。

LCA（ライフサイクルアセスメント）実施

の原則について理解を深めることを目的

として、ISO14040sに準拠したLCAの概

要、手法、手順などの講習プログラムを

実務担当者を対象として実施。実務への

本格導入に向けて準備を進めています。

（2003年4月時点の受講者数：20名）
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環境方針ポスター

【カリキュラム内容】

1.廃棄物リサイクル　

2.CO2削減・省エネルギー

3.公害防止・化学物質管理

4.環境マネジメントシステム

商
品
ア
セ
ス
メ
ン
ト
教
育
風
景

EF大会

環
境
設
計
基
礎
教
育
風
景

持続可能な社会の構築

に貢献するためには、全

社を挙げて環境活動に取

り組み、社員に環境問題

に対する意識を植えつけ

る必要があります。

この考えをもとに、全社

でISO14001の規格に基

づく環境基礎教育や、環境に影響する業務者

への教育訓練、環境技術者の養成教育、業

務に必要な資格者の育成などを行っています。

2002年度は内部環境監査員の養成に力を注

ぎ、累計で840名ほどの監査員を養成すること

ができました。

今後、継続的に教育・啓蒙活動を行い、各職

場における継続的な環境パフォーマンスの改

善へ挑戦していきます。

環境室
横手睦彦

環境方針カード

（年度）

（人）

01 02
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商
品
に
お
け
る
環
境
配
慮

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
づ
く
り

環境負荷低減活動の一環として、商

品領域では、市場に送り出す新商品の

「環境適合化」を進めています。

具体的な取り組みとして、全商品部門

での新商品開発に、「商品アセスメント」

を導入し、新商品における環境性能の

改善の度合いをさまざまな段階で評価・

是正しています。その総合評価により環

境性能が優れていると判定された商品

には「商品エコラベル」を表示して、お客

様にもご理解を深めていただけるよう努

めています。

これまでの商品と比較して、新商品の

環境性能が改善されているかどうかを総

合的に判定する「商品アセスメント」を実

施しています。チェックリスト法による商

品アセスメントを行い、約60項目に細分

化した環境性能項目で比較評価を行っ

ています。

今後、商品アセスメントの内容は、

LCA（※1）などの定量的な環境性能の

評価をチェックリストによるチェックと共

に実施し、推進していきます。

2003年10月以降に発売する新商品

で、その商品アセスメントの結果が各品

種ごとに設定している環境性能基準を

上回ったものを「環境配慮型商品」と位

置づけています。環境配慮型商品には

「商品エコラベル」をカタログ等に表示

していきます。

商品エコラベルは、その商品の環境

性能の特長が一目で分かるようになって

います。

この制度は、自社基準・自己宣言型

の「タイプⅡ環境ラベル」に相当するも

ので、JIS Q14021（自己宣言による環

境主張）に準じています。

HL設計・3R設計・PF設計の3つの領

域に分けて、商品における環境性能の

特長を表示しています。商品によって、3

領域表示のものや2領域・1領域表示の

ものがあります。

①省エネ・快適設計

②長寿命化

③リデュース

④リユース・リサイクル

⑤有害化学物質対策

⑥情報提供　

以上6項目について環境性能基準を設

け、実現に向けて開発を行っています。
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商品における
環境配慮

商品アセスメントチェックリスト

Life Cycle Assessmentの略。製品の生産から廃棄まで一生涯で
の環境負荷を評定する手法です。ISO14040sで規定されています。

環境配慮型商品 

環境配慮型商品 

環境性能基準を上
回った商品に「商品
エコラベル」を表示

各開発工程で、チェックリストを用いて自主的に評価を行い、
その結果に基づいた是正がなされています。

断熱複合サッシ「シンフォニー」
（2003年10月発売予定）の表示例

本商品のアセスメント実施時期 2003年4月



住宅の温熱環境向上には、床、壁、

天井などの高断熱化と、漏気を防ぐ高気

密化が重要です。トステムの高性能住宅

工法は、パネル構造により最高レベルの

高断熱・高気密化を実現しました。

これに適切な換気量を確保する換気

システムと断熱開口部商品を組み合わ

せ、日本全国で次世代省エネ基準に適

合する住宅を建設することができます。

樹脂サッシ

をはじめ、アル

ミと樹脂、天

然木とアルミを

組み合わせた

「複合サッシ」

をラインアップ

しています。

ドア本体内側に断熱パネルを貼り込ん

だり、内部に硬質ウレタンを発泡充填す

ることで、断熱性能を高めています。

また、ドア枠

には結露の発

生を抑えるため、

アルミで樹脂材

をサンドイッチし

たサーマルブレ

イク構造を採用

しています。

既存の窓の室内側に、熱伝導率の

低い樹脂製の窓を付け足して二重窓に

することで、断熱性・遮音性を高めるこ

とができます。

低層住宅用と中高層住宅用があり、

新築・既築どちらにも短時間で施工でき

ます。

商品における
環境配慮

商
品
に
お
け
る
環
境
配
慮

H
L
設
計（
高
断
熱
・
高
気
密
）
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※JEMAI：社団法人産業環境管理協会

省エネ性に優れた高断熱・高気密住宅

玄関ドアは断熱性や通風、リフォ
ームのしやすさを考慮

材料別に分離してのリサイクルも
できる断熱複合サッシ

室内側に後付けできる樹脂サッシ

■住宅使用時におけるCO2排出量

■住宅生産時におけるCO2排出量

■ライフサイクルでのCO2排出量

TOPICS



フィンを採用し、カーテンウォール周りの

空調負荷を大幅に低減します。ペアガラ

スとの併用で効果はさらにアップ。一般の

カーテンウォールに比べ、年間約33％の

省エネ効果があります。

「熱線遮断ポリカーボネート」の屋根材

は、ポリカーボネートに配合したアルミ粉

が熱線を反射するため、普通の屋根材

よりも30％透過率を下げることができま

す。下部に熱を通しにくいので、暑い日に

は室内や車内の

温度の上昇を抑

える効果があり、

冷房負荷を削減

できます。

商
品
に
お
け
る
環
境
配
慮

H
L
設
計（
高
機
能
）

緑の少ない都心部では、植物の気化

熱による地表面の冷却が進まなくなると

同時に、日射によって熱せられたアスファ

ルトやコンクリートが大量の熱を放出しま

す。また、事務所や商業ビルでは大きな

ガラス面を持つ設計が好まれますが、ガ

ラスは断熱性能に乏しく日射を通しやす

いため、冷房エネルギーの増大を招き、

輻射熱も発生します。このようなことから、

都市の気温が周辺地域より高くなる「ヒ

ートアイランド現象」が深刻化しています。

従来の窓面・壁面の外側をもう1枚の

ガラスで覆う「ダブルスキン」と呼ばれる技

術は、ガラス面を多用する建築物の省エ

ネ対策のひとつ。トステムは北海道立北

方建築総合研究所との共同研究を行

い、省エネ・熱的な

快適性の点から最

適なダブルスキンを

設計するための実

験を行っています。
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商品における
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カーテンウォール組み込み型の換気

用部材「エコブレス」は、カーテンウォー

ルのデザインを損なわない自然換気部

材。通常、大都市圏の中高層オフィスビ

ルで自然換気を行う場合には開き系の

窓を使用しますが、

「エコブレス」を使

用すれば、美観を

損ねず心地よい自

然な風を室内空間

に取り込めます。

「フォルマ」は断熱タイプの玄関ドアで

初めて採風機構を取り入れました。防犯

機能も充実して安心。また、塗装鋼板の

採用や障子の開閉機構など、表面材の

清掃性アップも図っています。

羽根部を可動式にしたルーバーなら、

全開時には採風・通風の大きな効果が

得られ、全閉時には目隠しができプライ

バシーを保護します。リフォームを考えた

後付けタイプもあります。

実験棟外観

熱線反射で 

 熱をカット！！ 

熱線 
透過率 

50%

熱線 
透過率 

80%

熱線をそのまま通す 
ポリカーボネートに配合したアルミ粉が 
熱線を反射し、下部には熱を通さない 

アルミ粉 

●一般の屋根材 ●熱線遮断ポリカーボネートの屋根材 

●一般タイプ 

太陽光の日射熱 
（夏期の室温上昇 
　　　　につながる） 

カーテンウォール、 
ガラスからの熱伝導 

カーテンウォール、 
ガラスからの 
熱伝導 

単
板
ガ
ラ
ス 

空調負荷 
指数 
100

●ひさし＋複層ガラスタイプ 

複
層
ガ
ラ
ス 

空調負荷 
指数 
67

太陽光の日射熱 
（夏期の室温上昇 
　　　　につながる） ひさし 

900

ルーバー全開時 ルーバー全閉時

ビルのひさし
「ブルーノーズ」

断熱玄関ドア
「フォルマ」

ビル換気用部材「エコブレス」

室外側 
室内側 

風 

風 風 

風 

■試算条件
階高：4500mm／無目ピッチ：900mm／ひさし出幅：200mm／
カーテンウォール4面の合計値／月25日計算／腰壁なし

テラス囲い「ほせるんですαL型」



商品における
環境配慮

住まいの開口部や

換気フードの下部分

には、雨の伝い水に

よる外壁の汚れが生

じやすく、また氷着に

よる凍害が生じるおそれもあります。

トステムでは「凍結抑止水切材」でこの

問題に対応。これにより外壁の汚れと凍

害を抑止することができます。

デッキ材の「リコステージ」は、木粉を

50％混入した人工木で構成されています。

風合いは天然の木そのままに、自然木の5

倍の耐侯性を実現。塗装などのメンテナ

ンスも不要です。また、耐食性は約2倍で、

防蟻性にも優れています（実際の設置場

所や環境により性

能は異なります）。

基礎にはアルミ

を使用し、腐食対

策をしています。

公共浴場・温泉施設などで使用される

ドアは、湿潤な環境や温泉成分（酸性・

アルカリ性物質）によって部品が傷みやす

く、その対策が重要となっています。

「70セミオートドア浴室仕様」は、錆びや

すい部品にステンレスを使用したり、錆びに

くくする処理を施しています。標準仕様の部

品に比べて約5倍の防錆効果があり、浴室

や温泉での使用でも耐久性を発揮します。

また障子の開閉部品には、上部傾斜レ

ールを採用。駆動装置がないため、故障

が起こりにくく、交換も不

要です。全部品の交換

ができ、開閉スピードや

建て付けの調整も可能

などメンテナンスのしやす

さにも配慮しています。

高性能住宅工法で住宅を建てられた

お施主様に、10年ごとの継続点検・補修

を受け続けていただくことで、最長60年の

保証を行う制度を実施。これは、お施主

様、ビルダー様、外部の専門検査機関が

共同して、住宅の耐用年数の伸長をめざ

すしくみです。高耐

久工法と組み合わ

せて推進しています。

トステムのバスルーム

「レフィノΣ」は、汚れのつ

きにくいアクリル人造大

理石や、水が流れやすい

表面パターンを施したフロ

ーイングフロア、鏡面仕

上げの壁パネルの採用に

より清掃性が向上してい

ます。排水口がなく、目皿

を持ち上げてヘアーキャッチャーを手入れ

するだけで掃除ができるため、からみやす

かった髪の毛の処理も楽になります。

いる「アクアシャインポリカーボネート」に

は、光触媒コーティングを施しています。

このコーティングは、しつこくこびりつい

た油分などの汚れを紫外線によって分

解し、それを雨水で洗い流すことができ

るという性質を持っています。日常使用

の繰り返しで汚れが落ちやすく、洗浄や

軽度な拭き取りなどでゴミを除去できる

イージーメンテナンス商品です。

カーポートの屋根材などに使用されて

「エクセラ・ハイグレードシンク」は、適度

な親水性を持ち、ファインセラミックをコー

ティングしたシンク。油汚れも水でサッと洗

い流せます。表面は

傷がつきにくく丈夫

なので、こすり洗い

も手軽にできます。

商
品
に
お
け
る
環
境
配
慮

H
L
設
計（
長
寿
命
）
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凍結抑止水切材

70
セ
ミ
オ
ー
ト
ド
ア
浴
室
仕
様

デッキ材「リコステージ」

処理をしていない部品 防錆処理を施した部品

鏡面壁パネル

紫外線 

 
屋根材に紫外線
があたると光触
媒コート層の酸
化チタンが活性
化します。 

分解 
光触媒の働きで油脂分や
有機物を分解し、土やほこり
が除去されやすくなります。 

親水化 
雨水が親水化し、汚
れを包み込みます。 

汚れを流す 
土やほこりが流れます。 

　 
雨が降ると・・・ 

汚れがこびりつく原因の「油脂分」や「有機物」を分解！ 

 水滴 

車の 
排気ガス 

鳥の 
フン 

工場の 
排煙 

 油脂分 
（有機物） 

ほこりなど 

屋根材 

コート層 

ステンレス 

油 
水膜ができる 

ファインセラミック層  

ステンレス 

クロム酸化物層 
水膜ができにくい 

水 

油 水 

●エクセラ・ハイグレードシンク 

●ステンレスシンク 

※ファインセラミックコート上には、水膜ができ、 
　油分が付いても簡単に洗い流せます。 

20
年

30
年

40
年

50
年

60
年

（最長60年の保証）

エクセラ・ハイグレードシンク

ヘアーキャッチャーと
フローイングフロア
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リ
フ
ォ
ー
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）

開口部の改修は内外装の美観向上

はもちろんのこと、断熱性能・防犯性能

の向上や昼光の有効利用などにつなげ

ることができます。

トステムの「リフレム」なら、従来4～5

日かかっていた窓リフォーム工事を1日で

完了でき、施工時のエネルギー消費を

削減。また、壁を切る必要がなく、改修

がより手軽になったカバーモールも揃え

ました。これらに合わせて室内側リフォ

ームに対応できる窓枠も揃えています。

改装用ドア・引戸を用いて、簡単な工

事で玄関をリフォームできます。カバー

工法、取り替え用タイプ、現場加工タイ

プと3つの工法を用意しており、さまざま

な玄関に対応可能です。

トステムのバスルーム「レフィノΣ」は、

新築時はもちろん、ニーズの多いリフォー

ムにも対応しています。

「分割タイプの防水パン」は、防水パ

ンが浴槽側と洗い場側に分離。廊下

などの搬入経路が狭くても設置可能な

ほか、施工が簡単な「内組み工法」で室

内から組み立てられる施工方法を採用

しているため壁の工事が最小限ですむ

など、さまざまな住宅への設置に対応

可能です。また配管工事がしやすい

「床立ち上げ配管」なら、浴室内で接続

可能でメンテナンスも

簡単にできます。

トステムのリフォーム階段では既存階

段に重ね張りする工法を採用。従来の

架け替え工法よりも短工期で、廃棄物

の削減につながっています。同時に、踏

み板表面のエンボス加工や、段鼻のつ

まずきにくい形状、後付け手すりの用意

など、昇り降りを安全に行える工夫も施

しています。またこれに合わせた床造作

材など、トータルでのリフォームを提案して

います。

水まわりや換気扇などのリフォームは、

配管や排水・排気口の位置を変えるな

ど、大がかりな工事が必要でした。

システムキッチン「クレディア」では、水

栓や排水口、レンジフードなどに、今お

使いの配管や排水・排気口がそのまま

使えるリフォーム用キットを揃えています。
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商品における
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分割タイプ防水パン

リ
フ
ォ
ー
ム
前

リ
フ
ォ
ー
ム
後

リフォーム前 リフォーム後

リ
フ
ォ
ー
ム
前

リ
フ
ォ
ー
ム
後

リフォーム前 リフォーム後リフォーム前 リフォーム後

トステムの「Danサイディング」は、意

匠性の高い柄で、リフォーム後の外観の

美観を向上させます。硬質発泡ポリウレ

タンを充填した外壁材で、断熱・防音性

能もアップ。また、軽量なので住まいに

かかる負担を軽減でき、建物の長寿命

化にもつながります。

さらに、既存の壁を壊さず工事ができるた

め、ホコリや廃棄物の発生を抑制できます。

●住まいをより温かく、涼しく、静かに保つリフォーム

●お年寄りでも安心して楽しく暮らせるリフォーム

●防犯や室内の安全性を高めるリフォーム

●住まいの破損を早めに修繕・補修するリフォーム

●生活をより豊かで充実したものにするリフォーム

●住まいの内外装を美しくよみがえらせるリフォーム

●環境や健康に配慮したリフォーム

●収容力を高めてのびのび空間を作るリフォーム



「HOTひといき」は、日差しの当たる

場所や物が置かれている場所では発熱

量を自動的に制御できるPTC特性（※1）

を持つ床暖房パネルを採用しています。

通常の床暖房はONまたはOFFしか制

御できませんが、PTC特性の床暖房パ

ネルは細かい制御が可能なため、通常

の電気式よりも約10％消費電力を抑え

ることができます。

また温水式に比べて、電気式はメン

テナンス不要のうえ、簡単施工で生産

エネルギー消費を抑制。さらに温水式

よりも2倍以上の長寿命となっています。

床暖房はファン式の暖房機器と比較す

ると人体への熱効率が良く、また空気

の汚染も抑えることができます。複合サッシ「シンフォニー」（2003年10

月発売予定）のアルミ部と樹脂部を簡単

に分離できる「分離構造」は、使用後

の原料リサイクルを想定しています。これ

は破損部分のみを後々交換できるメン

テナンス性

の向上に

もつながっ

ています。

カーポートの「テリオスポート（6本柱仕

様）」では、耐力性の高いアルミ合金を使

用。強度は変わることなく、柱2本と梁1

本分の部材材料とそれにともなう部品の

削減が可能になったほか、物流の効率化

や施工工数の削減などの利点が生まれ

ています。

システムキッチン「クレディア」ではエコ

バーナー（熱効率が従来品に比べ18％

向上）や食器洗い乾燥機（水の使用量

が手洗いに比べ約85％削減）などの高

効率な設備機器を採用。使用時の省エ

ネ・省資源に配慮しています。
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分離構造
日差しの当たる場所や物が置かれている
場所では発熱量を自動的にコントロール

発熱量（大）

・
・

・

発熱量（小）

トステムの新しいサッシ「シンフォニー」

（2003年10月発売予定）は、共通プラッ

トフォーム設計を開発コンセプトのひと

つとしています。これは、商品のシリーズ

によって異なっていた基本構造、主要部

の寸法などを共通化するという考えです。

この設計により、部品・部材の兼用が

しやすくなり、総部品点数を約30%削減

できました。また、製造工程においても

同じ金型が使用できるなど、生産ライン

の共通化を推進できます。

トステムの計画換気システムは、24時

間外からの空気を取り入れる、ムダのない

換気が可能です。

新たに、ダクトレス換気システム「すっき

り君」をラインアップしました。約9割のダ

クトを削減し、付随するチャンバーや継ぎ

手などの関連部材も削減しています。また、

運転時の省エネにも配慮（約6割の消費

電力削減）。さらに、施工やアフターメン

テナンスの軽減という利点もあります。

カーポート
「テリオスポート」
（6本柱仕様）

エコバーナー 食器洗い乾燥機

PTCはPositive Temperature Coefficientの略。温度が高くなる
と材料そのものの電気抵抗が増し、その発熱が抑えられる性質
のこと。自動的に発熱量を抑えるため省エネになると同時に、低
温やけどや床材の変質も防ぐことができます。

主力サッシの基本構造は10年

に1度の割合でモデルチェンジ

されていますが、2003年10月

発売の「シンフォニー」は、環境

への配慮という時代のニーズ

を取り込み、基本構造を大きく

モデルチェンジさせています。

私は、サッシ商品の最もベース

となる引違いサッシ枠の基本仕様設計を担当した

メンバーの一人です。今回の商品は環境への配

慮というテーマのもとで設計されており、開口部に

要求される断熱性能はもちろんのこと、循環型社

会に対応できるように「分離構造」を取り入れてい

ます。これは、樹脂部材を破損した場合のメンテ

ナンスや使用後の原料リサイクルを考えて、樹

脂部材とアルミ部材を分離できるようにした構造で

す。部材ごとに外せる必要がある一方で日常生活

で外れることは許されず、また製造物に特有の部

材ごとの微妙なばらつきを許容できることも求めら

れたため、開発には皆、非常に苦労しました。

「シンフォニー」には、環境面以外にもさまざまな工

夫が盛り込まれています。基幹商品の基本構造を

大きく変えることにはプレッシャーを感じますが、同

時にこの大きなモデルチェンジに携わることができ

ることに大変やりがいを感じています。

多くの方に、この次世代スタンダードサッシとも言

える「シンフォニー」を見て、触れて、良さを感じ取っ

ていただきたいと思っています。

サッシ開発部
新井國之 材料別に分離ができる構造

新バーナー 従来バーナー



商
品
に
お
け
る
環
境
配
慮

Ｐ
Ｆ
設
計

現在、日本国内に流通している化学

物質は約7～8万種と言われ、中でも有

害とされる化学物質については関連法

令も数多く施行されています。

トステムでは有害な化学物質に対し、

環境関連法令・指針・基準、その他の

情報・知見などから管理すべき物質を選

定しています。

選定された化学物質は、法令での基

準や有害性、使用量などから3段階にレ

ベル分けされ、環境リスクがより高いも

のから着実に削減する姿勢で取り組ん

でいます。また、使用後の排出削減も視

野に入れ、特定化学物質のゼロエミッ

ションを目標に取り組んでいます。

管理対象化学物質の基準は、商品

開発のみでなく、生産時や購買におい

ても共通に使用され、全社で対策を進

めています。

対象物質は年度ごとに定期的な見直

しを行い、法令などの施行や改定など

に応じて、随時更新しています。

玄関ドアや断熱構造体パネル、雨戸、

出窓屋根などの内部に使用されている

発泡ポリウレタンについて、ウレタン発

泡剤のフロン対策を進めています。

オゾン層破壊への影響が最も顕著と

される特定フロン（CFC-11等）は、1995

年までに使用を全廃しています。また、

オゾン層破壊係数が

比較的少ない代替フ

ロン（HCFC-141b）

は、オゾン層破壊係

数が0（ゼロ）で温暖

化係数も最も低い水

処方への転換を進め

ています。

主に樹脂サッシの形材やベランダのデ

ッキ材に使用されている硬質塩ビは、リ

サイクル法で指定されているなど、再資源

化が重要な材料です。トステムでは、環境

負荷が少ない脱鉛配合材料への転換を

内製部分から進めています。

軟質塩ビは、主にドアや内装建材の表

面化粧シートおよびサッシやドアのビート

類（グレーチングチャンネルや気密材等）

に使用しています。これらの軟質塩ビは、

再資源化が難しいこと、また一部にVOC

や環境ホルモンの疑いがある可塑剤が

使用されていることなどを考慮し、環境影

響の低い材料へ転換を進めています。
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断熱構造体パネル

断熱玄関ドア「フォルマ」

樹脂サッシの主原料である塩ビは、非常に分解しやすい性質を持
っているため、分解を抑制するための安定剤として鉛化合物を添
加するのが一般的でした。しかしこれには、生産時の作業者の健
康被害や廃棄時の処理リスクがともないます。そこで、トステムで
は国内業界他社に先駆けて鉛に変わるカルジン（CaZn）配合を
確立しました。

※許可なく輸入や製造が禁止されている物質

（各レベルに設定されている化学物質の種類は「管理対象化学物質2003年版」による）



今回の建築基準法の改正で義務づ

けられた機械換気設備に関しては、

1996年から発売しているスーパーウォー

ル工法で「24時間計画換気システム」を

標準仕様とし、すでに対応しています。

今後さらに同工法の普及に努めていき

ます。

また、厚生労働省のVOCの空気中濃

度ガイドラインのうち、今回規制対象外

となった物質やシックハウスを引き起こ

すおそれのある揮発性有機化合物につ

いても、管理対象化学物質に指定し、

順次削減・代替を進めています。

室内空気汚染による、いわゆる「シック

ハウス症候群（※1）」が問題になっていま

す。トステムでは2000年11月出荷分から、

製品に使用する構造用合板（OSB）、パ

ーティクルボード、中質繊維板（MDF）な

どの木質材料は、すべてJIS・JAS規格

（※2）F☆☆☆等級（従来のE0・Fc0等

級）の製品に切り替えました。また、リビ

ング建材やシステムキッチンなどの木質

系の全商品を低ホルムアルデヒド対応

商品に切り替えるなど、かねてから化学

物質の放散量の低減を進めてきました。

2003年6月には、一部のF☆☆☆の

商品を除き、建築基準法規制対象商品

の最高ランク（F☆☆☆☆）への切り替

えを完了しています。該当商品は木質系

内装建材（内装ドア、クローゼット扉、リ

ビング用収納など）、住宅設備機器（シ

ステムキッチン、

洗面化粧台な

ど）、木質玄関

ドア、高性能断

熱構造パネル

など多岐にわた

ります。

施工現場においては、商品カタログ

や取扱い説明書などに注意事項を記載

し、当社商品以外でも、接着剤・塗料

の選定に対する注意を促していきます。

また、ビルダー様・お施主様向けには

ガイドブックを発行し、改正建築基準法

の解説、適切な対応方法に関する情報

の提供、および当社商品に関する情報

の公開を行っています。

トステムでは、商品や使用材料がシック

ハウス対策に対応したものであるかどうか、

社内で十分な品質確認を行っています。

木質系商品生産工場では、ガラスデシ

ケータ法（※3）を用いて、木質系材料や

部材からのホルムアルデヒド放散量の測

定を行っています。また、その他の揮発性

有機化合物放

散量の測定を

行うことができ

る、チャンバー法

測定装置（※4）

も導入しました。
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内装建材や家具に使われる木質系材料、接着剤・塗料等に含ま
れるVOC（揮発性有機化合物）が原因とされており、めまいや頭痛
などの症状が引き起こされます。対策として、VOCの削減と、換気な
どによる室内空気の清浄が有効といわれています。2003年7月から
の改正建築基準法の施行により、シックハウスの原因物質のひとつ
であるクロルピリホスの使用とホルムアルデヒドの放散量が規制さ
れ、建築物への機械換気設備の設置が義務づけられました。

日本工業規格（JIS）、日本農林規格（JAS）でこれまで「E0」「Fc0」
などの異なる基準が用いられていた放散等級の表記が、Fと☆の
数の表記に統一されました。加えて、最高ランクのF☆☆☆☆（最
も放散量が少ない）が新たに追加設定されています。

密閉させたガラスデシケータ内で、試験体全体から放散されるホ
ルムアルデヒドを空気に通し、水に吸着させ、水中の濃度を測定
することによって放散量を確かめる方法。VOCの中では、ホルム
アルデヒドのみ測定可能です。

材料の特定の表面からのみホルムアルデヒドを放散するようにし、
試験体を調整し、換気回数に相当する清浄空気を送り込むチャ
ンバー内に入れ、空気中の濃度を測定する方法。ホルムアルデ
ヒドを含む他のVOCも測定可能です。

須賀川工場では、主に木

質系インテリア建材を生

産しています。私は、ここ

で生産される商品に使わ

れる、木質材料のホルム

アルデヒド放散試験を担

当しています。

木質材料メーカーから事

前に届いた放散試験用サ

ンプルを材料ごとの規格サイズに切断し、実際

にデシケータを用いたホルムアルデヒド放散試

験の実施、放散量の測定結果の算出まで一貫

して行っています。

また、サンプルの養生やホルム捕集液作製、試

験液の発色反応では、時間や温度・湿度など繊

細な基準で試験を行うので、試験を実施する自

分が重要な役割を担っていると自覚しています。

今後も検査の手を緩めることなく、お客様によ

り安心してご使用いただけるように、日々の仕

事に取り組みます。

須賀川工場　
品質保証課
関根里美

検査風景

シックハウス
対策ガイドブ
ック（右）とお
施主様向けガ
イドブック

計画換気システム

チャンバ－法を用いた検査



アップしました。

また運搬の際にも、製品の接触部のみ

を保護する方式を採用。従来に比べて、

約60％の廃棄物を削減することができる

ようになりました。なお、全体では50％の

削減を実現しています。

従来は、本体2枚を1セットとし、1セッ

トにつきハードボード2枚、小口ダンボー

ル1枚、PPバンド5本、合紙フィルム1枚

を使用していました。改良後は、本体40

枚を1セットとし、ハードボードおよび小口

ダンボールの使用を撤廃したほか、PP

バンドの使用も大幅に削減しています。

これまでポリシートまたはダンボールで

梱包していた大部分の商品について、形

材保護の養生テープおよび端部養生の

みで梱包材をなくした仕様を導入しました。

この新しい仕様の梱包では、端部養

生として商品の両端部を3～5回テープ

で巻いて保護し、商品端部のひっかき
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トステムでは、商品輸送中の傷・ヘコ

ミに配慮しながら、梱包材削減や通い

化（梱包レス）を推進しています。また、

梱包材に使用する材料を、環境負荷の

少ないものやリサイクルしやすいものに

転換する取り組みも進めています。

さらに、商品の性能を維持したまま容

量を削減したり、部材などの組み合わせ

を工夫するなど、商品設計段階でも配慮

して梱包の減量化に取り組んでいます。

これらは、省資源・省エネルギー、廃

棄物削減を目的としたものですが、工場

や施工現場における生産効率の向上に

も役立っています。

梱包材を少しでも減らして簡素化する

ことで、省資源を図るとともに、使用後

の廃材削減にも努めています。

これまで、キャビネットは全面ダンボー

ル覆い、カウンター部分はダンボール複

層式、パネル類には複層パッドと全面

ダンボールを使用していました。梱包資

材は1棟あたり20kgで、清掃・片づけに

約1時間かかっていました。

一部の地域で改善された簡易梱包で

は、キャビネットは下部のみダンボール

で覆い、その他の部分はバンドやテープ、

パッドで保護します。また、カウンター部

分とパネル類にはエアーキャップを使用

します。梱包資材は1棟あたり、改善前

の5分の1の4kgまで削減できます。片づ

けの時間も約15分に減少し、作業性が

傷を防止します。また、実施にともない、

全商品の養生テープ張り付け箇所の見

直しも行っています。

配送センター・物流センターにおいて

は、マニュアルに新梱包仕様商品の荷

さばきについての項目を追加し、教育を

実施しています。

梱包そのものをやめる、あるいは「通い

化」して何回も使うなどの改善を、可能な

部分から進めています。
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改善前 改善後

改善前 改善後

40枚をセットにした簡易梱包

改善前 改善後



トステムでは、特定のお客様向け商品

について、特に重点的に梱包材対策を

行っています。

従来からサッシの梱包は通い化を考

慮しパレット化していましたが、2002年

度よりその他の商品でもパレット化に移

行しました。

これまで、バルコニーに使用される

腰壁デザインパネルや下笠木では、単

位ごとにダンボールでの梱包を行ってい

ました。これを、サッシで使用するパレッ

トにうまく取り付けることで、1つのパレッ

トで一度に運ぶことができるよう改善し

ています。

梱包材の非塩ビ化・材質統一などに

より、リサイクルを容易にするとともに、

ダイオキシン発生などの処理リスク低減

を図っています。

一部の工場においてサッシ「アトモスⅡ」

の特注製品・受注製品では、梱包材に

片ダンボールを採用。従来の梱包と同

等の強度を維持しつつ廃棄物を削減で

きます。さらに、封かんテープには、再生

紙を利用した「エコテープ」を導入し、はが

す手間なくリサイクルできるようにしました。

一部の工場では、回収した自社商品

梱包材と工場から発生する木屑を用い

て、RDF（固形燃料）を生成しています。

これを工場内のボイラーの燃料としてサ

ーマルリサイクルしています。

メーカー責任に基づき、今後、梱包材

の社内リサイクルルートを確立し展開し

ていきます。
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片ダンボール

エコテープ

TOPICS

アルミサッシの押出ラインを見学 トステムの環境への取り組みを説明

セキスイハイム共栄会
体質改善研鑚委員長
株式会社タナック

田中初重社長

久居工場　

中村雅守工場長
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トステムでは、多くの企業からさまざま

な部品・原材料・設備等を購入していま

す。そこで、購買活動における環境への

取り組みとして、環境への負荷がより少

ない外注品および資材の調達を推進す

ることを目的に、2001年4月に「トステム

グリーン調達基準書」を策定しました。

従来からの「Q（品質）」「C（コスト）」

「D（納期）」「S（サービス）」などの評価に

加え、環境に関する側面において選定

基準を設け、購買先や調達品の評価・

選定を実施しています。

トステムでは年1回、購買先に対して、

グリーン調達の方針に関する説明会を

開催しています。

説明会では、トステムの環境に対する

取り組みを紹介。その上で購買先に対

し、「ISO14001認証取得、グリーン調達

などの環境活動を、担当者を決めて計

画的に推進していただくこと」「各種法令

に基づき、化学物質の管理を強化して

いただくこと」をお願いしました。

■対象購買先選定の基準

トステムでは「トステムグリーン調達基

準書」の「取引先環境評価リスト」を用

いて購買先を評価。基準を満たした購

買先との取リ引きを優先的に拡大して

いこうと努めています。

評価の基準となる環境活動には、以

下のようなものがあります。

■購買先の取り組みの状況

2003年3月末現在、ISO14001の認

証を取得した購買先は全体の36.2％と

なり、認証取得の計画がある購買先と

合わせると、全体の54.8％となっていま

す。

また、環境保全活動に関する評価点

については、全対象購買先の平均点が

73.3点となり、購買先でも環境への取り

組みが進んでいることが確認できました。

説明会の風景

トステムグリ－ン調達基準書

●ISO14001の認証を取得しているか、または取

得計画があること

●独自にグリーン調達を実施しているか、または実

施計画があること

●「トステムグリーン調達基準書」の「環境保全に

関する評価」が60点以上であること

ISO14001の認証を取得しているか？

購買先独自でグリーン調達を実施しているか？

レベルⅠ物質 41種類

レベルⅡ物質 63種類

省資源、省エネ等の関係法令適合か？

特定化学物質が削減されているか？

再生材料を使用しているか？

リサイクル可能であるか？

環境関連法令・規制を理解し遵守しているか？

（％）

01 02 （年度）

（年度）

■取得済み ■取得計画あり

（点）

01 02
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生産における
環境配慮

アルミ製品は資源やエネル

ギーなどの投入が多い分、

排出されるアウトプットも他

製品に比べ大きくなります。

またその形態は、大気への放

出、水域への排出、廃棄物の排出など多

岐にわたっています。そのためアルミ製品

の生産工程は当社の環境管理活動のメ

インとして位置付けられ、公害防止や省

エネによるCO2削減、廃棄物のリサイクル

などが最も進んでいる分野です。 （再生利用）

S
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アルミ製品は、海外から

輸入したアルミインゴット

（地金）や社内リターン材、

および国内市場からのリサイク

ル材を原料に、当社の全生産活動に

かかわるエネルギーの約80％を投入し

て作られています。また、アルマイト（陽

極酸化）や、着色を施す表面処理工程

では、多量の化学薬品を使用していま

す。完成した製品はダンボールなどの

資材で梱包して出荷します。

S
S

（再生利用）

（社内リターン材）

（市中リサイクル）

（再原料化）
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原材料には、MDF（中質

繊維板）、パーティクルボ

ード、およびLVL（平行繊

維板）といった改良木質

材料を用いています。それを必

要な形状に加工後、表面化

粧シートを貼るか、表面塗装を

します。そして最後にダンボー

ルなどで梱包して出荷します。

S
S

S

木は、いったん切断・加工し

てしまうと、アルミなどのように

前工程に戻しての再原料化

はできません。そのため

端材や切粉は社外

のリサイクルルートに

乗せ、外部で有効利

用を図っています。今後

の課題は、焼却や埋立てと

いう方法で最終処分されて

いる廃棄物の発生量を減ら

していくとともに、新しいリサ

イクル法を開発することです。

（再生利用）



S

S
S

生
産
に
お
け
る
環
境
配
慮

生
産
活
動
と
環
境
の
か
か
わ
り

32

S

S
S

（再生利用）

（再生利用）
（再原料化）



（単位：MWh）

98 99 00 01 02
（年度） （年度） （年度） （年度）

生
産
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地
球
温
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化
防
止（
C
O
2
排
出
削
減
）

トステムでは、2002年4月から2008年3

月までの6年間で、国内工場のエネルギー

消費に関わるCO2排出量を、1990年度

に比べて6％削減しようという目標を設定

しています。これは、京都議定書で日本が

課せられている2008～2012年の削減目

標を前倒しで達成しようとするものです。

その目標の実現に向け、2003年度も

省エネ活動を推進していきます。

電力、A重油、灯油、LPGのすべてに

おいて、使用量は減少しています。電力

の使用によるCO2の排出はCO2総排出

量の約45％を占めているため、電力使

用量の削減がCO2総排出量の削減に

寄与したといえます。

今後、LNGや自然エネルギーなど、ク

リーンなエネルギーへの転換を推進して

いきます。

CO2排出削減目標を達成するために、

Step1からStep3までのアプローチを設け

て段階的な取り組みを実施しています。

意識・作業の改善など現場レベルの

地道な省エネ活動から、設備の改善・新

規導入などの投資を伴う大規模な活動

まで、全工場で対策を実施しています。

33

生産における
環境配慮

（意識改革・作業改善の段階）

（ハード改善の段階）

（プロセス改善の段階）

（万t）

90 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07

（単位：s）

98 99 00 01 02

（単位：s）

98 99 00 01 02

（単位：t）

98 99 00 01 02

（年度）
（集計範囲：39工場・6物流センター）

（上記の4つのグラフの集計範囲：39工場・6物流センター）
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効果：年間約3,700tのCO2を削減しました 効果：工場全体で200MWhの電力を
削減できました

効果：生産量の減少にもかかわらず
原単位を維持できました

誰もいないところ

でついている照明

や、設備からのエ

アー漏れ……。そ

のような、あたりま

まえのことだと思

っている「ムダ」や普段見逃している「ロス」を定

量化し、その大きさを気付かせることが、改善に

対する動機づけとなります。全社員が身のまわり

の「ロス」を意識することが、積極的な省エネに

つながりました。事務所でも、照明の配置に応

じたレイアウトに変更したり、業務時間中でも不

要な照明を消せるようにしています。また、休憩

時間には各社員の席に対応した照明を自分で

消灯できるよう、個別のスイッチを取り付けました。

一人ひとりが行動し、省エネに対する意識の改

革を図ったことで、全社員参加型の活動を工場

内に定着させることができました。

久居工場の活動メンバー

電力のしくみにつ

いて何も知らない

メンバーが集まり、

わいわいがやが

やと話をするとこ

ろからスタートした

活動でした。しかしツールを作成し、月単位で

しか分からなかった電力を日々確認したり、

個々の活動が翌日には結果として見られるよう

になったことで、改善にも熱が入りました。今

まで省エネと言えば、照明やエアコンなどの節

電くらいしか思いつきませんでした。しかし、生

産設備まで含めて、空転ロス・ムダなどの低減

活動ができてよかったと思います。今後も全員

で協力しあって、さらに活動を進めていきます。

有明工場鋳造課設備・保全

リーダーとなり、エネルギー管

理活動を推進してきました。当

初はエネルギー管理手法につ

いて無知で、進め方も理解で

きていませんでした。しかし、設

備管理部の社内講習や社外

講習に参加し、知識を深めることで改善活動を

推進してきました。また、スタッフやラインマンと

の協働によって、生産量減の中で生産条件を崩

さずに活動の成果を出すことができました。今後

も、地球環境保護およびコスト低減に寄与する

ために、さらなる活動を継続していきます。

有明工場
鋳造課
亀丸光春

一関工場の活動メンバー

「風薫る街 ひさい」として、市民・行政・企業が連携しながら環境へ
の取り組みを実施しています。風力により年間約800万kWhの発電
を行うなど新エネルギーへの関心が高く、また2002年5月には市が
ISO14001の認証を取得しています。

リサイクル材の投入には時間がかかるため、投入扉からの放熱が
大きくなり、エネルギー効率が悪化するからです。

事例

▼
▼

▼

久居市では、市
民・行政・企業が
密接にコミュニケ
ーションをとりな
がら活動を推進
していくことを目
標としています。

コミュニ
ケーション

監視・参画

協働

地域への
貢献 電力日々管理システムの画面

アルミ溶解炉
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生産における
環境配慮

トステムでは、「生産工場において定

常的に発生する産業廃棄物を100％リ

サイクルすること」を「ゼロエミッション」と

定義し、2004年3月末の達成を目標とし

ています。

また、2007年3月末までに、産業廃棄

物の排出量を、2001年度比で半減する

という目標も設定しています。

室内建材・キッチンなどの木質製品の

生産工程から排出される木屑が、総排出

量の約38％を占めています。この木屑の

うち約73％は再資源化され、そのほとんど

は燃料としてサーマルリサイクルしています。

また総排出量の16％を占める廃プラス

チックは、輸送用の養生材などのフィルム

系のリサイクルが進んでいます。しかし、

FRPなどの複合廃材のリサイクルが今後

の課題です。

廃棄物総排出量を2001年度比で半

減させるという目標を達成するため、歩

留りの向上や使用削減・全廃など、多

部門が協働して活動を進めています。

またゼロエミッション達成のため、廃

棄物の徹底した分別に基づくリサイクル

ルートの確立や、社内リサイクル設備導

入など、各工場で発生する廃棄物ごとに

対応していきます。

（万t） （％）

98 99 00 01 02 03 04 05 06（年度）
（集計範囲：39工場）

■産業廃棄物排出量（万t） ■埋立処分量（万t） ●再資源化率（％）
※再資源化率は有価物を含めて算出しています

17,520 38
7,159 16
6,081 13
4,383 9
3,135 7
2,515 5
1,069 2
1,034 2
529 1
3,163 7

木屑
廃プラ
廃苛性
汚泥
ガラス屑
金属屑
窯業屑
廃油
廃酸
その他

排出量（t） 内訳（％） 再資源化量（t） 再資源化量（t） 埋立処分量（t）内訳（％）
2,986
639
0
0
0
0
0
0
0
0

9,824
2,103
4,658
3,040
2,152
2,413
903
649
529
2,008

4,710 32
4,417 30
1,423 10
1,343 9
982 7
104 1
165 1
385 2
0 0

1,155 8

Recycle
Recycle
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事例

一番苦労した点は、回収

した使用済み苛性液を、

再びアルミが溶解できる

レベルに引き上げるまで

の、液管理方法の確定

でした。この運用ベース

の問題に加え、装置自

体の問題も重なり、当初

は長い迷路に入り込ん

だようでした。しかし何度も対策会議とテストを

繰り返していく中で、少しずつですが、リユースを

実現するために必要な装置の改善ポイントや運

用手順が明確になっていきました。そして最終

的に、産業廃棄物として排出されていた苛性液

の量を大幅に削減することができました。

前橋工場
田中雅人・

清水 誠・友松秀和

水戸工場では

システムキッチ

ンを生産して

おり、廃棄物

のメインは木

屑です。しかし、

付属品や付着物などがあるため、リサイクルす

るためには加工や分別が必要となります。活

動実施にあたって、「組織・役割・責任」を明確

にし、全社員への基礎教育、分別ルールの教

育を徹底して実施しました。また、月1回開催さ

れる環境管理委員会では、目標への進捗状

況・方向性を確認し、確実に成果が上がるよ

うPDCAサイクルを回しています。

「誰かが片づけてくれるだろ

う」という考えの中、社員全

員の目を廃棄物に向けること

がポイントでした。どんな廃棄

物が出ているのかを把握する

ため、たくさんの種類の廃棄

物についてひとつひとつ現物

を確かめ、表示して分別を進めました。また、

置場を工夫し、自分たちが行った改善の効果

や、これからのポイントが見えるようなしくみも

作りました。外部からの来場者にも熊山工場

の分別ルールを守ってもらうことも不可欠です。

熊山工場
総務課
石田慎一

水戸工場の活動メンバー

苛性ソーダ液にアルミが溶け込んで生じるアルミン酸ソーダは、あ
る濃度以上になると加水分解して、水酸化アルミと苛性ソーダに
なります。この現象を利用して、液中のアルミ分を水酸化アルミと
して取り出す製法です。

アルカリ
回収装置

廃
材
の
分
別
置
場

分別置場の表示

効果：廃苛性排出量を大幅に
削減することができました

効果：再資源化率を81％まで
向上させることができました

効果：廃棄物量を60％
削減することができました
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トステムでは、有害性の高い化学物質お

よび取扱量の多い化学物質を優先的に

削減する姿勢で、取り組みを進めています。

右のグラフに示す4物質の2002年度

実績は、2001年度に比べ取扱量・排出

量とも大幅に削減しています。これはパネ

ル製造における洗浄レス、水処方への切

り替え、樹脂サッシ脱鉛配合の開発、低

濃度アルミ着色などの改善を着実に行っ

た成果です。今後は、取り組み優先物質

の全廃、もしくは排出極少化が課題です。
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生産における
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物質名

ジクロロメタン

トルエン
キシレン
HCFC-141b（代替フロン）
スチレン
メタクリル酸メチル
マンガン
フタル酸nブチル-ベンジル
フタル酸ジー2-エチルヘキシル
鉛化合物
ニッケル化合物
ホウ素化合物
フッ素化合物

主な用途／排出工程

ラッピング接着工程
ウレタン発泡ノズルの洗浄工程
発泡液中に含有
サイディングの塗料・シンクの接着工程
サイディングの塗料・シンクの接着工程
ポリウレタンの発泡剤
バスルームの原料に含有
洗面ボールの原料に含有
複層ガラスのシール材に含有
複層ガラスのシール材に含有
軟質樹脂の可塑剤
樹脂サッシの副原料
アルミ形材の着色
アルミ形材の着色
アルミ形材の特殊表面処理
合計

取扱量

547.9 

50.9 
20.8 
93.1 
324.7 
54.1 
7.8 
49.4 
249.3 
14.0 
50.0 
14.3 
147.0 
1623.3

大気

503.6 

47.8 
20.6 
24.5 
4.3 
0.7 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 

601.5 

排出量
水域

0.0

0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
6.1 
9.2 
1.0 
16.3

土壌

0.0

0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 

移動量

44.3 

3.1 
0.2 
4.5 
0.1 
1.1 
0.7 
4.1 
5.3 
2.5 
10.5 
3.5 

146.0 
225.9

除去処理量

0.0 

0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0

消費量

0.0

0.0 
0.0 
64.1 
320.3 
52.3 
7.1 
45.3 
244.0 
11.5 
33.4 
1.6 
0.0 

779.6

事例

研究開発では、環境

に関するテーマにつ

いて数多くの取り組

みを行っています。ジ

クロロメタンの削減

で一番苦労したのは、溶剤をゼロにする接着剤

の開発です。今後はこの接着剤をより広く展開

し、有害物質の削減に大きく貢献していきます。

プロジェクトメンバー

※下記集計表には、2002年度PRTR届出量に達していない事業所の実績も含まれています
※除去処理量：対象物質が中和・分解・反応処理によって他物質に変化した量
※消費量：対象物質が反応原料として消費された量、または製品に含有もしくは同伴されて場外に持ち出さ
れる量

（t／年）

取扱量 排出量

※排出量：PRTR調査結果において大気、水域、土壌へ排出された量

（t／年）

取扱量 排出量

（t／年）

取扱量 排出量

（t／年）

取扱量 排出量

■2001年度
■2002年度

■2001年度
■2002年度

■2001年度
■2002年度

■2001年度
■2002年度

（国内／期間：2002年4月～2003年3月／単位：t）
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工場周辺地域にお住まいの皆様の

健康被害を予防するとともに、土壌の環

境保全を推進するため、「土壌汚染対策

法」に基づいて該当工場の汚染状況調

査を実施しています。

この取り組みは、法規制されている特

定対象物質への意識を高めるとともに、

規制外の物質に対する「自主的対応」が

企業への要求事項であると認識するた

めにも推進しています。

各部署が連携して情報を共有しなが

ら、全社的に取り組んでいます。

さらに、調査の結果に応じて、情報の

開示と適切な浄化措置を行っています。

効率化を図るため、調査対象を3つに

分け、段階を設けて実施しています。

過去に土壌汚染対策法に定める特定

化学物質を取り扱ったことが明らかな工

場跡地を対象とします。

水質汚濁防止法で定める「特定施設」

を有し、特定化学物質を取り扱った実績

2002年度に行われた調査と対策は、

以下のようなステップで行われました。

聞き取り調査とともに、土壌への溶

出・土壌ガス・地下水分析などから定量

的に確認します。

1次調査の分析の結果、異常が認め

られた場合は、自治体への情報開示を

行うとともに、より詳細な調査を行います。

2次調査の結果、汚染が特定された

場合には、土壌を浄化する措置を実施

します。

第2段階までの調査では、規制対象

物質について以下のような結果が出て

います。

1990年代中盤にはトリクロロエチレン

による土壌・地下水汚染が社会問題化

し、水質汚濁防止法の改正も見込まれ

ていました。そこでトステムでは「土壌・

地下水汚染に係る調査対策指針運用

基準」に基づいて調査を行いました。

分析の結果、敷地境界上においては

トリクロロエチレンは検出されませんでし

たが、敷地内では局部的に汚染区域が

特定されました。そのため、汚染状況に

応じて、土壌の入れ替えや土壌ガスの

吸引浄化などの措置を実施しました。

現在でも観測井を設けて継続的に監

視を行っています。

のある、現在稼働中の工場を対象とします。

また、「特定施設」を有しないが特定

化学物質を現在でも取り扱っていて、

PRTR法の届出対象となっている工場

も対象とします。

PRTR法届出対象外の工場を対象と

します。

地下水の揚水

浄化装置

情報を共有して連携

調査結果の公開

情報開示

98 99 00 01 02

0.02

0.01

0

1990年までの15年間、3工場で有機

塩素系化合物であるトリクロロエチレン

を塗装用溶剤として使用した実績があ

りました。

2003年2月14日以前に操業停止し、今後用途変更が予定されている工場

「特定施設」を有し、または有していた工場で、特定化学物質を取り扱った実績のある工場

PRTR法で届出の対象となっている工場

9工場
12工場

5工場

8工場PRTR法で届出対象外の工場

地中ガスの採集

(mg/R)

（年度）
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主に住宅用アルミサッシを生産してい

るタイ工場では、日本国内から海外への

生産移行にともない、操業開始当初か

ら生産量は増加傾向にありました。その

ため、地道な省エネルギー対策や2000

年度のISO14001認証取得など、環境

への活動を積極的に進めています。

主に木質建材を生産している大連工

場では、工場建設当初から木屑ボイラ

ーを導入し、木屑の社内リサイクルを行

っています。このような取り組みをもと

に、国内同様ゼロエミッションをめざし

ています。
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効果：工場で使用する水のうち
30％をリサイクルした水にしました

タイ工場では環境活動を積極的

に展開しており、特に油と水のリ

サイクルは、独自の技術として力を

入れて活動しています。油のリサイ

クルでは、油の種類の統合を行い、

リサイクルしやすい環境を作ること

で、工場外への廃油排出ゼロを

達成しています。また、水のリサイ

クルでは、薬品は一切使用せず、自然の力を最大

限に利用することでリサイクルを実現しました。

タイ工場
メンテナンス
セクション
ポーサーワン・
ドゥシット

サーマルリサイクルシステムを導

入するにあたっての最大の課題

は、公共の熱源設備が完備済

みであり「自社ボイラーの設置が

原則禁止」だったことです。関係

官庁へ地球環境保護とリサイク

ルの主旨を説明し、4カ月間粘り

強く協議を繰り返した結果、設置

許可を得ることができました。また、寒冷地の大

連では、冬期のシステム不調は工場全施設の凍

結に結びつきます。そのため、運用面では安全

かつ安定したシステムの運転に努め、初年度

から順調に稼働させることができました。

大連工場
技術部
高木健司

油の浄化装置

浄水装置

木屑サイロ

事例

効果：オイル類の購入量を4分の1に
削減できました

効果：工場内の熱源として
有効活用されています

（万t）

98 99 00 01 02（年度）

■大連　■タイ

（16,829m2）

（3,922m2）

（71,250m2）



輸送に使用する車両台数を減らす取

り組みを通じて、消費燃料の低減を推

進しています。

従来は、物流センターとお客様間、生

産工場と部品業者間でそれぞれ輸送が行

われていました。これを改善し、お客様配

送便の帰りルートを利用してトラックが部

品業者・生産工場を回り輸送効率を向上

させることで、車両台数を削減しています。

事務用品や工具などの社内購入品

については、物流センターとトステムグル

ープホームセンターを統合することで効

率化を図っています。

トラック1台当たりの積載効率を向上

させるため、輸送に使用する容器を改善

しました。

荷さばきのために設けていたセンター

の機能を物流センターに統合しました。

さらに、トラックが効率よくお客様を巡回

できるよう、物流センターからの配送ル

ートを改善しています。

取り組みの結果、2002年度には

2001年度比で、以下のような低減を達

成しました。

ストレッチフィルムの代替となる輸送

治具を開発し、一部で使用を開始してい

ます。

トステムは輸送用の自社トラックを保有

していないため、輸送はすべて外注してい

ます。そのため、運送会社と協働する形

で、アイドリングストップを推進しています。

活動の推進に向けて、運送会社と月1

回の定例会合を設けています。さらに、ト

ラック運転手にはマナーを明記したポケ

ットマナー集を常に携帯させ、日々意識

の向上を図っています。
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物流センター 

物流センター 

生産工場 

生産工場 

部品業者 

部品業者 

お客様 

お客様 

荷物積載 

空車 

荷物積載 

空車 

荷物積載 

荷物積載 

空
車 

統合 

A 物流センター 
B 物流センター 

トステムグループ 
ホームセンター 各事業所 

物流センター 

NCセンター 
（荷さばきセンター） 

物流センターに 
荷さばきセンターの 
機能を統合 

各お客様 

各お客様 

お客様 

改
善
さ
れ
た
輸
送
容
器

ポケットマナー集（ドライバーズ編）

ゴムバンド利用治具

ネット利用治具

4tトラック換算では …………のべ7400台／年

消費燃料量（軽油）では……………約213s／年

CO2排出量換算では …………約562t-CO2／年

各店舗ごとにに割り当ててい

た車両台数をコースの集約

と再編により削減しました。

これにより、CO2排出量も減

少させることができました。

一番気を使ったのは、品質の

低下を防ぐことです。月次定例

会開催、運送会社との協働、

営業所への主旨説明などを通じて関係者の理

解を得ながら、着実に取り組みを進めました。

今後は帰り便ルートの活用を促進し、さらなる

CO2排出削減を目指します。

関東物流センター
藤居友範
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各工事拠点では、施工現場から発生

する廃材を材質ごとに分別回収していま

す。「ポリエチレンフィルム」「発泡スチロ

ール」「ダンボール」「紙」などに分けられ

た廃棄物容器に、各施工士が廃材を直

接投入することで、確実に分別回収を行

っています。

工事拠点で分別された廃材は、地域

のリサイクル業者と協働し、資源としてリ

サイクルするよう努めています。

ポリエチレンフィルムは圧縮減容して

サーマルリサイクルへ、配水管などは破

砕後に、また発泡スチロールは汚れない

ように回収し再生原料に回しています。

初めてトステムと契約を交わして施工

を委託する施工士に対して、施工品質

の確保とともに環境への配慮について

も意識を高めるよう、訓練センターでの

集合教育を必ず行っています。

教育を修了した施工士には「工事認

定証」が交付されます。そして、現場で施

工をする際には、認定証を現場に掲げ

たうえで作業に取りかかります。

トステムでは、お客様との商談を受け

て、現場の下見・仕様の確定から現場

での施工まで、トータルに環境配慮を行

うことができる工事付き商品を取り扱っ

ています。

工事付き商品のメリットは、工場での

プレカットおよび商品のユニット化によ

り、現場での工事残材および梱包廃材

の発生を抑制することができ、結果的に

効率良く施工ができることです。また施

工後の廃材を持ち帰り、リサイクルルー

トにのせています。
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私はバスルームの施工を

担当しています。ゴミの分

別は、私生活ではあたり

まえのこと。現場でも同

様に取り組んでいます。

以前は、施工現場で発生

した施工残材について特

に意識することもなく、た

だ漠然と分別をしていました。施工士会議では

分別を徹底するようによく言われていましたが、

自分ではそれなりに分別ができていると思って

いました。今回トステムがISO14001を認証取

得したことで、トステムの環境方針や環境活動

への取り組みについて勉強会が開かれました。

そこで、テレビや新聞で見るだけの環境問題

を身近な問題として理解することができ、分別

の重要性に改めて気づくことができました。ま

た、トステムの環境への取り組みに協力するこ

とを約束し、『環境に対する約束書』を提出しま

した。施工現場では、廃材の発生は重要な問

題であり、排出量を限りなくゼロにすることが

大きな目標となります。目標を達成するために

も、分別に積極的に協力します。今後も、環

境に対する取り組みについてトステムから教え

てもらいながら、一緒に取り組んでいきます。

嶋住設
桜井 保さん

私は、工事拠点で環境マ

ネジメントシステム（EMS）

の推進責任者という立場

で活動に取り組んでいま

す。以前から地域内で情

報を収集し、リサイクル化

を進めてきました。しかし

トステムがISO14001を

認証取得し、EMSを確立

したことで、拠点ごとの限られた活動に留まら

ず全国の工事拠点との情報交換が可能とな

り、ゼロエミッションへ向けてより積極的な地

域活動が進められるようになりました。これまで

は混合廃棄物として排出していたものを、施工

士や保管場所の担当者と協力し合いながら、

できるだけ材質ごとに分別してリサイクルを推

進しています。今後も、廃棄物ゼロに向けた活

動を積極的に展開していきます。

TLC東京
東京LC
大槻勉

施
工
訓
練

認定証の掲示風景

施工士向けマナー集
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外装建材の施工時に使用するシーリン

グについて、環境に配慮したカートリッジ

を採用しました。従来のカートリッジと比

較すると、産業廃棄物量を7分の1に削減

することができます。また、地下水や土壌

に影響を及ぼすおそれのある管理型廃棄

物（※1）から、影響のない安定型廃棄物

（※2）への変更も可能になりました。

このカートリッジを採用することで廃棄物

問題や環境汚染問題に配慮しています。

トステムでは、住宅建築

の工事期間中に取り付ける

仮設玄関ドアを提案してい

ます。

出入りの多い工事現場

では、工事中に正式な玄関

ドアを取り付けるとドアが傷

つく可能性があります。傷つ

いたドアはスクラップとして処理されてし

まいます。そこで、工事の間は仮設玄関

ドアを使用し、工事終了後に正式な玄

関ドアと交換することで、保護する手間

を省き、補修や修理、交換の必要性も

なくします。

工事用ドアは、何度も使い回しがで

きるリユース商品です。

トステムでは、工場での生産時に、寸

法やモジュールを整理して部材寸法のム

ダをなくすようにしています。同時に、加

工をあらかじめ工場で一括して行う「プレ

カット」を導入し、原材料の効率的な利

用と、施工現場における端材・廃材の発

生量の削減を図っています。

住宅構造体パネルや住宅設備機器、

内装建材などでは工場でのプレカットを

実施しており、家一棟で考えると現場廃

材の削減に大きな効果があります。

シャッターサ

ッシ「イタリヤ

EZ 電動タイプ」

は、従来の壁

スイッチを枠一

体スイッチにす

ることによって、

スイッチ配線工

事を不要にしま

した。

従来の電動タイプのシャッターでは、

本体取り付け工事と内装仕上げの後に、

スイッチ取り付け工事が必要でした。「イ

タリヤEZ」は、シャッター本体の取り付け

工事と枠へのスイッチ取り付けのみで施

工が完了する、手動タイプ並みの簡単

施工を実現しました。

この改善で、作業工程が短縮され、工

程管理も容易になるため、環境負荷低

減が実現できます。

使用後は1/7に圧縮できます

住宅構造体パネルの施工現場

シャッター「イタリヤEZ」電動タイプ

仮設玄関ドアを使用している現場

工事用ドア

 

従来の電動シャッター 

1サッシ枠の取り付け 

2シャッタ－本体の取り付け 

3スイッチボックスの 
　 取り付け 

5スイッチの取り付け・設定 

6完成 3完成 

作
業
工
程
が
短
縮
で
き
、工
程
管
理
も
容
易
に
。 

イタリヤEZ

従来の電動シャッター・イタリヤEZ共通 

昇 降 

枠一体 
スイッチ 

壁スイッチ 

 

4内装仕上げ 

 

遮水シートを設け、溜まった水を専用施設で適正に処理してから
放流する「管理型処分場」に埋め立てる、腐敗や有害物質の溶
出のおそれのある廃棄物のこと。安定5品目以外の廃棄物。

遮水シートなしで直接埋め立てる「安定型処分場」に入れられる、
性状が安定して腐敗や有害物質の溶出がない廃棄物のこと。廃
プラ類、ゴム屑、金属屑、ガラス屑・陶磁器屑、およびがれき類
の5品目があります。



2003年6月23日から2日間にわたって、

本社ビルおよび隣接する東京ショールー

ムの各部署の環境担当者約80名が出

席し、第3回管理領域環境担当者会議

が開催されました。

今回の主なテーマは、コピー用紙の

削減とゴミ分別表示の改定連絡。コピ

ー用紙の削減は目標期間を定めての活

動の推進、ゴミ

分別表示につ

いては、新たに

コピー用紙専

用の分別箱を

設置することが

発表されました。

オ
フ
ィ
ス
に
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る
環
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慮

日
常
的
な
業
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で
の
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み
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電力削減のため、従来1カ所につき3

本だった蛍光灯を2本に減らしました。

照度を確保するため、蛍光灯器具に反

射板を取り付けました。

また、すべてのオフィスの照明には管

理担当者を設け、昼食時の消灯を実施

するようにしています。

2004年版より、社員用手帳（106ペー

ジ）20,000冊、グループ会社社員用手帳

（106ページ）12,000冊、お客様用手帳

（106ページ）78,000冊、B5サイズの大判

ダイアリー（92ページ）19,000冊の計

129,000冊を環境配慮仕様に変更します。

表紙カバーは従来の塩ビ製からオレ

フィン樹脂製に、本体は古紙含有率

80％の再生紙に変更しました。

オフィスでは、事務用品のグリーン購

入を実施しています。

ペン・糊・ノートなどの文具類は、再生

プラスチック40％以上使用、古紙50％

以上使用、あるいは間伐材使用といった

グリーン購入法適合商品を採用していま

す。また、トイレットペーパー・コピー用紙

などの紙類はエコマーク商品を、机・椅

子などの事務機器はGマーク（日本オフィ

ス家具協会の基準）商品を購入していま

す。さらに、蛍光灯などの照明は節電設

計品、自動車は低レベル排出ガス車、

OA機器は国際エネルギースタープログ

ラムの商品の購入を推進しています。

オフィスに
おける
環境配慮

廃棄物の分別、およびリサイクルを推

進するため、分別専用のボックスを設置

しています。

また、社内での定期環境パトロールを

実施し、正しく分別が行われているかを

チェックしています。

管理領域での廃棄物の再資源化率

は78％ですが、これを100％にするのを

目標に活動を推進しています。

コピー機節電ボタンの使用状況は、

2002年12月の環境パトロール（本社お

よび東京ショールーム内）では達成率

50％でしたが、2003年5月の環境パトロ

ールでは達成率が90％に改善され、全

社員にほぼ定着しました。今後も継続

できるように、定期的な環境パトロール

で確認していきます。

蛍光灯を3本から2本へ

（CO2換算でマイナス84.5t-CO2）
分別用のボックス 紙ごみの分別ボックス

節
電
ボ
タ
ン

コ
ピ
ー
の
ル
ー
ル
ポ
ス
タ
ー

社
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

会議風景

環境ルール文書 文具類の一例

オレフィン樹脂製カバーの2004年版社員手帳

（t）

01 02（年度）

（万kWh）

01 02（年度）



オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
環
境
配
慮

日
常
的
な
業
務
で
の
取
り
組
み

44

2003年3月に、全国の営業所約230

カ所を対象とした環境内部監査を一斉

に実施しました。環境室のメンバーと各

領域の責任者が個別に事業所を訪れ

て、ゴミの分別状況や省エネ活動状況

などを視察。責任者との面談では、法

的要求事項の把握および遵守状況の

確認、事業所のある地域の条例につい

ての調査・確認を行いました。さらに、環

境活動記録を提出した後、活動の改善

指導なども行いました。

第一線の営業社員一人ひとりが、環

境方針を理解するとともに、省エネ、廃棄

物の削減、アイドリングストップなど、日々

の環境活動への意識を新たにしました。

新しく事業所の責任者となる新人営

業所長を対象とした研修メニューの中

に、環境教育として、廃棄物に関する法

令の教育などを取り入れています。

事業所責任者として廃棄物に関する

法律を知ることは、所員が知らずのうち

に不法投棄に関与してしまうような「知ら

ないことによるリスク」の防止につながり

ます。また、法を遵守した廃棄物処理を

徹底することにより、所員の環境モラル

の向上をめざします。

東京ショールームでは、お客様に商品

を体感していただく実験コーナーを設けて

います。サッシの断熱体感ルームでは、

従来の単板ガラス仕様のアルミサッシと、

複層ガラス仕様の樹脂とアルミの複合サ

ッシを同じ温熱環境で並べて展示し、結

露の様子などを比べていただけるように

工夫しています。またお客様には、通風を

考えた窓やドアの配置、採風に適した玄

関ドアや勝手口、雨戸、シャッター、網戸

など、より快適な住まいにするためのアド

バイスも心がけています。

ゴミの分別や掲
示を確認します

環境内部監査
チェックリスト

教育風景

省エネ商品を体感していただける
東京ショールーム

東京ショールーム館長
伊東和彦

私の営業所では、以前は缶

もペットボトルも一緒に捨て

ていました。家庭では分別し

て捨てていることを考えると、

これはおかしな話です。

現在は、ゴミを5つに分別して

います。エアコンやトイレの照明もこまめに切

るようになりました。また各営業社員は、営業

所を出発するとき、車に荷物を積み込む前に

エンジンをかけることをやめました。

環境活動は自ら率先して取り組まなければ始まら

ないという気概で、今後も取り組んでいきます。

京阪営業所
式田幸政

営業領域では、約4,000台の営業車

両を保有しています。この営業車両全車

に「アイドリングストップ宣言」のステッカ

ーを貼り、全社員にアイドリングストップ

を徹底させています。

アイドリングストップは、駐停車中のエ

ンジン停止による排気ガス排出量の削

減を目的として行うものです。このステッ

カーを貼ることにより、社員の環境に対

する意識を高め、一人ひとりのモラルア

ップにもつなげています。

また、営業車両の導入においても、

排気ガスにおけるNOx・PM排出量の少

ない車両を選ぶなどの配慮を進めてい

ます。

ステッカーを貼った営業車両

「アイドリングストップ宣言」ステッカー

営業領域では、お客様からの環境要

望について、積極的に情報を収集する

よう努めています。これは「営業」という

活動が、商品を販売することはもちろん

のこと、お客様からのご意見・ご要望を

お聞きする「アンテナショップ」であると

いう考えに基づくものです。

例えば、梱包材や工事残材の処理方

法の検討、カタログの処理の方法など、

お客様からいただいたご意見・ご要望は

各領域の環境事務局間で情報交換を

行い、お応えできるよう対応を検討してい

ます。今後も多くのお客様からご意見・

ご要望をいただき、お客様にやさしい企

業・環境にやさしい企業をめざして活動を

進めていきます。

寄せられた環境要望書の一部
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従来は、カタログ掲載写真をフィルム

で撮影していました。しかし、膨大な量の

フィルムを使用することによる感材の消

費・廃棄、銀塩の廃液の排出、および生

産エネルギーなどの削減を考え、デジタ

ルカメラへの切り替えを進めています。

トステムでは2000年末までは、お客様

への写真貸し出しのために、大量のポ

ジフィルムを出力・保持していました。

しかし、有害物質の排出削減や省資

源を考え、写真のポジフィルム出力を撤

廃しました。また、ポジフィルムの貸し出

しも、お得意先のご理解をいただきなが

らデータ・コピー供給への切り替えが進

んでいます。これは、生産エネルギーの

低減にもつながっています。

撮影のデジタル化に伴って、撮影した

画像の送信やチェックにも光ファイバー

回線を利用するようになりました。これは、

記録媒体の大量使用・運輸燃料使用の

削減につながっています。

カタログの印刷を、従来の方法から

「CTP印刷（※1）」に切り替えました。

フィルム印刷原版が不要になること

で、感材の使用・廃棄量や、銀塩の廃

液などの排出量の削減につながります。

同時に、紙の削減、光源エネルギーの

低減にもつながります。

カタログ本体においても省資源を考

え、表紙および本文とも、可能な範囲で

再生紙を導入しています。

従来、カタログ表紙の保護を目的で、

紙の上にポリプロピレンを貼る「PP加

工」を施してきました。しかしPP加工を施

した紙は、異材料の複合構造のためリ

サイクルが困難であることや、揮発性有

機化合物である接着剤を使用しなけれ

ばならないこと、また燃焼時には高カロ

リーを発するため焼却炉を傷めるなどの

デメリットがありました。

そのためトステムではPP加工を廃止し

ました。代替の処理として、オーバープ

リント・ニス（※2）、およびプレス・コート

処理（※3）を導入しています。

大気汚染の抑制や印刷に携わる人

の健康に配慮し、大豆油インキ（SOY

INK）の使用を進めています。また溶剤

については、揮発性有機化合物を含ま

ないアロマフリー溶剤へ転換し、徹底し

た環境配慮を行っています。

カタログ使用後にリサイクルしやすい

よう「EVAホットメルト」での製本に切り

替えを進めています。

従来の接着剤では、古紙再生過程で

接着剤が細片化しまうため、背部を断裁

したものしか再生ラインに乗せることが

できませんでした。一方、EVAホットメル

トは強い凝集力を持ち、細分化されにく

い性質ため分離はきわめて容易になりま

した。この方法の導入により、資源をム

ダなくリサイクルすることができます。

従来、設計事務所様やビルダー様で

は、商品カタログを切り貼りしてプレゼ

ンボードを作成されたり、カタログに掲

載している図面から姿図や建具表を起

こしたりして、お施主様に家づくりのご提

案をされていました。

トステムでは1995年から、図面やカタ

ログのIT化を進めています。IT化により、

紙媒体使用時と比較して作業が効率的

になり、紙の使用削減、印刷や輸送に

おける環境負荷削減などにもつなげるこ

とができます。

インターネットやCD-ROMを活用し、

建築図書の効率的な作成に役立つ

CADデータ、プレゼンボードなどを手軽

に作成することができる画像データ、

WEBカタログを提供しています。

これらのツールを利用されるお客様は

年々増加し、2002年末では約94,000名

のご登録をいただいています（CADデー

タサービスのみのご登録お客様数）。お

一人につき1冊（約2.5kg）のサッシ総合

カタログを使用されたと仮定すれば、年

間約235tの紙を削減したことになります。

今後は、可能な限り媒体をインターネ

ットに一本化していき、さらなる作業効率

アップや環境負荷低減を狙います。
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カタログの裏表紙には、
大豆油インキマークや再
生紙マークが入っています

※従来の接着剤を使用したしたカタログをリサイクルす
る場合は、背部を断裁した上で再生ラインに乗せます

古紙配合率70％（表紙100％）再生紙を使用しています。 

CADデータサービスの画面



営業部門ではOA化を推進し、業務の

効率化・ペ－パ－レス化・オフィスス

ペ－スの有効活用をめざしています。

「CREWシステム」は営業の管理帳

票・日報に替わるものとして開発された

電子日報です。

これまで営業社員約3,500名は、毎日

の業務報告を用紙に記入して上長に提

出していました。「CREWシステム」の導

入により、全営業社員の予定・報告・訪

問先をイントラネット上で管理することが

可能になり、全体で月当たり8,000枚分

（A4用紙換算）の紙を削減することがで

きました。

削減することができました。特に納品伝票

（お得意先元帳）の100％電子化は、ペ

ーパーレス化へ向けた社員への意識づけ

となっています。

「TENシステム」は、イントラネット上で

社員教育の受講が可能な電子教育シス

テムです。

これまでの社員教育は、社員が会議室

に集まり、紙のテキストを使って行われて

いました。システムを導入することで、受講

管理はもちろん、テストや採点のフィードバ

ックも画面上で行うことができ、ほとんど

紙を使わずにすむようになりました。従来

は1科目につき100ページ程度のテキスト

を使用していたので、200万枚の紙（A4

用紙換算）を削減したことになります。

遠隔地の営業所やショールームの社員

を中心に、年間で約10,000講座の利用が

あります。
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CTPは「Computer To Plate」の略。従来の印刷ではフィルム感
材原版の出力が必要でしたが、その作成工程を経ずに、コンピュ
ータで作成したデータをレーザー露光させて直接印刷刷版を作成
する方法です。

紙の上に薄く塗料（ニス）を塗布し、保護力を高める処理方法です。

塗料を塗布した後、高温のローラーで紙表面をなめらかにすること
で、保護力と光沢性を高めるための処理方法です。

社内だけでなく、全国の販売店様にも

発注情報の検索システムを提供し、ペー

パーレス化を図っています。

「アウルネット」は、インターネットを利用

したシステムで、販売店様は無償でご利

用いただけます。

7時から23時までアクセスでき、価格・

納期・電子カタログ・画像CADデータ・伝

票の照会などが可能です。これにより、従

来お問い合わせの際に使用していたFAX

用紙が不要になります。

アウルネットの画面

（2002年12月31日現在）
（千人）

96 97 98 99 00 01 02
（年度）

（年度）

■新規登録数（CD-ROM）
■新規登録数（インターネット）
● 累計登録数

（千人）

98 99 00 01 02

■新規登録数（CD-ROM）
■新規登録数（インターネット）
● 累計登録数

95

「Qualityシステム」は、イントラネット上

の電子商品情報システムです。価格・納

期・商品・取扱い説明書・電子カタログ・

画像CADデータ・伝票の照会などに使わ

れています。

これまで業務関係では、月当たり普通

紙57万枚、ストックフォーム11,400枚、

FAX用紙4,000枚を使用していましたが、

システム導入後は、これらの用紙をすべて

当社はアルミ加工店なので、図面が付き物です。

来年度のペーパーレス化達成を目標に、施工

などの協力会社にも呼びかけて勉強会を開い

ていく予定です。将来は、規格外の図面や工

程管理、物件情報などもWEB上で共有して、

最小限の人員でも最大限の仕事をこなせるよ

うにしたいです。紙の利便性は捨て難いです

が、お客様のためにもIT化、ペーパーレス化を

推進していきます。（工場長の小川弘之さん）

アウルネットは、納期確認や発注後の照会が

すぐにできるのがいいですね。現場で急ぎの

対応が必要な場合には、すばやく納期回答が

出ないと手が打てません。これまでは2、3日分

の伝票を手元に取っておき、照会していました。

FAXや電話のやり取りもかなり減りましたね。

（毛利さよ子さん）

サ
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ミ
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件
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TENシステムの画面

Qualityシステムの画面



「サッシ新聞」が掲載された教科書『いわい』
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2003年2月12～14日の「トステム安全

の日」に、消防署が主催する「普通救命

講習」を33名が受講し、修了証をいただ

きました。

参加者は消防署員の指導のもと、慣

れない手つきながらも真剣に人工呼吸

や心臓マッサージの実習を行いました。

引き続き行われた避難訓練には、野

田地区の全社員が参加。分隊長、避難

誘導員の指示に従い、全員が無事避難

を完了することができました。

本社と野田工場の新入社員は、導入

研修の締めくくりとして、2002年4月5日に

野田工場周辺のゴミ拾いを行いました。

参加した新入社員は、地域社会に貢

献できたことを喜び、すがすがしい気持

ちで研修を終えることができました。そし

て、強い意気込みをもって各職場での仕

事をスタートさせました。

47

コミュニ
ケーション

前橋工場では、1997年から鳥羽自治

会の皆様に工場見学をしていただき、騒

音・煤煙・異臭の観点からご意見をうか

がっています。

特に騒音や異臭については、2000年

4月から、3カ月ごとに定期的な情報提供

をいただいています。騒音や異臭が発

生した場合は、気象状況、作業状況な

どを考慮し、改善策を実施します。

今後も、継続して公聴活動を推進して

いく予定です。

名張工場では、2001年9月、工場内

に知的障害者福祉施設「名張育成園」

の実習室を開設しました。そこで作業に

あたってきた3名が、2002年春に嘱託社

員として工場に採用されました。

3名は週に5日、ダンボールで商品の

緩衝材を作る作業にあたっていましたが、

まじめな勤務態度を工場長が評価したこ

とにより採用が決まりました。現在、2名

は水漏れ防止シールやビスなど浴槽の

部品を袋詰めする作業を、1名は返品さ

れたドアの解体作業を担当しています。

名張工場では30年ほど前から、名張育

成園からの採用を始めました。しかし、知

的障害を持つ園生にとっては、園内での

作業と工場勤務の差は大きく、なかなか

雇用に踏み切れないというのがこれまで

の状況でした。今回の採用は、工場内の

実習室で、工場の雰囲気を感じながら実

習するという試みの成果といえます。

引き続き、2003年4月にも、1名を採

用しています。

岩井市立七郷小学校3年生61名が、

岩井工場の住宅用アルミサッシ工程の

見学に訪れました。地域社会への理解

を深めるために、学校の近くの商店や

工場、田畑、公民館などを自分たちで取

材して調べようという学習の一環です。

「はたらいている人はみな素早く作業

しています」「はたらく人のけんこうや安

全をまもるためにいろいろなくふうをして

います」などのメモを取りながら熱心に見

学。小学生の中には当社社員の子ども

もいて、父親の職場見学会も兼ねる場

面もありました。

見学後に子どもたちが作った「サッシ

新聞」は、社会科の教科書にも掲載さ

れました。

2002年8月、下妻・藤花・石下工場の

トステムレディース会の30名が、特別養

護老人ホーム「ラポールしもつま」の納

涼祭に参加しました。

そろいのハッピを着て盆踊りの輪に

加わり、納涼祭の場を盛り上げました。

入所している方や、ホームの関係者の方

には大変喜んでいただきました。最後に

会場の片づけの手伝いとして、参加者

でゴミ拾いをしました。

嘱託社員が仕事に励む様子が報じられた新聞
（中日新聞・伊賀版2002年7月6日付）

心肺蘇生法訓練の様子

「いざという時のた
めに、今後も緊急
事態対応訓練を続
けていきます」
（総務課・染谷緑樹）

騒音対策として防音壁を設置 従来の煙突（左）と、集塵機
排気ダクトの高さが改善され
た煙突（右）

国道16号線・中里交差点
付近でのゴミ拾い

植え込みの中にまで空缶が。
ポイ捨ては絶対やめましょう

盆踊りやおみこしなどに参加しました
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福島県須賀川市の「ふくしま森の科

学体験センター」に、本格的な飛行機の

操縦を学ぶことができるフライトシミュレ

ータの設備を寄贈しました。

シミュレータは本物さながらの計器や

機器を備え、油圧の駆動装置による振

動と傾きにより、実機を操縦しているよ

うな感覚が味わえます。4人乗りで車椅

子の方も搭乗可能です。

福島空港を離陸、五色沼・磐梯山、

会津若松市の上空を遊覧飛行して福島

空港に着陸するコースを体験できます。

下妻市福祉協議会が主催する恒例

の「赤い羽根街頭募金」が、2002年10

月5日に地元スーパーの店舗前で開催

され、今年も社員の有志と家族が募金

活動に参加しました。

スーパー入り口で街頭募金を行い、

屋上ではフリーマーケットが併催されまし

た。今回は、他の企業の方や中高生と

一緒に募金の「呼びかけ」を行なって交

流を深めることもでき、有意義な時間を

過ごすことができました。

また、10月27日には下妻工場内でスポ

ーツフェスタが開催され、社員主催のフリー

マーケットを行いました。各部署からの提供

品は人気を集め、にぎわいました。この収益

金は、ドイツ国際平和村に寄付されました。

第1回「トステム熊山感謝祭」が、熊山

工場・営業・ビルダー様の共同主催で開

催されました。このイベントは、日ごろか

らお世話になっている地域住民の皆様

や、社員の家族などに感謝する目的で

行われました。

社員が総出となって手作りの出店や

餅つきなどで市民の皆様をおもてなしし、

工場敷地内はおおいににぎわいました。

来場者総数は予想の1,500名をはるか

に上回る2,100名にものぼり、大盛況に

て幕を閉じました。

トステム総合技術研修センターでは、

2000年からグラウンドを市民の皆様に

開放しています。一般開放日は毎週土・

日で、センターのカウンターで申し込みを

していただければ利用できます。

グラウンドは、野球やグラウンドゴルフ、

キックベースなど幅広いスポーツに活用

されています。今後はさらにグラウンドを

整備し、地元の野球大会にも利用して

いただく計画です。

水戸工場では毎年、工業団地内広場

で開催される「大宮町商工会秋祭り」で、

フランクフルトの店を出しています。

当日は、出店の横で行う抽選会が好

評。当選者には、鹿島アントラーズのホ

ーム、カシマスタジアムで開催される試

合のチケットや、ぬいぐるみ、タオルマフ

ラーなどのグッズをプレゼントしています。

サッカーファンの多い当地ならではの催

しとして定着しています。

2002年6月、大連工場竣工を祝して、

鹿島アントラーズと中国リーグ前年度優

勝クラブ「大連実徳」の親善試合が現

地のスタジアムで行われました。

現地の社員や家族などを含む観客

20,000人（うち日本人関係者5,000人）

が見守る中、大連テレビの中継も入り、

アントラーズも負けられない試合となりまし

た。結果は秋田選手がヘディングで決め

た1点を守り、アントラーズが勝利しました。

赤いハッピ姿で街頭募金を
呼びかけます

盛況な工場内のフリーマー
ケット

県内で人気のある教育施設に設備を寄贈しています

子どもから大人まで楽しめるイベントになりました

地域の皆様や工業団
地勤務の社員・家族で
にぎわいます

20,000人がつめかけた巨大スタ
ジアムをバックに記念撮影

大連工場の添野総経理
と、秋田豊選手、本田
泰人選手（写真左から）

野球を楽しむ地元の皆様

秋祭りの様子が掲載された
大宮工業団地新聞『だんち』
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2002年度は「A3マツダチャンピオンカ

ップ」と「ナビスコカップ」で優勝した鹿島

アントラーズ。その報告のため、2003年2

月に牛島球団社長、トニーニョ・セレーゾ

監督、秋田選手をはじめとする主力7選手

が来社しました。

このふれあいのイベントには、トステム

から社長や200名の社員が参加しただ

けでなく、昨年に引き続いて本社近隣

の第一大島小学校の児童も招待し、た

いへんな盛り上がりを見せました。

春の社会科見学シーズンには、毎年

たくさんの中学生にご来場いただいてい

る東京ショールーム。2002年に引き続

き、2003年も仙台市立台原中学校の3

年生が見学にみえました。

当日は、商品見学の後に質問コーナ

ーを設けました。「日本の工場はたくさん

の商品を作っているのに従業員数が少

なく、海外工場は商品の種類が少ない

のに従業員数が多いのはなぜですか？」

など、事前によく勉強された内容の質問

や、「仕事をしていてうれしかったことは？」

といった問いかけに、担当の社員もじっ

くり考えて返答していました。

東京都江東区大島2丁目に本社ビル

を竣工した翌年の1989年10月から、年に

2回、献血に協力しています。5月は大島

年に10回発行される社内広報紙『と

すてむNOW（ナウ）』では、環境問題を巻

頭特集で取り上げるなど、社内の環境対

策や最新動向を積極的に紹介していま

す。これは、社内外の動きや情報を全社

員が理解するための一助となっています。

2002年9月発行の162号では、久居

工場のRDF（廃棄物生成燃料）リサイク

ル施設を特集で取り上げ、社員の知識

と意識の向上を図りました。

トステムでは毎年、小学校に入学する

社員の子どもに、キャラクター水筒をプ

レゼントしています。パート・嘱託を含む

全社員が対象で、2003年4月は計585

個を贈りました。

水筒プレゼントの担当者にとっては毎

年4月の入学式前は忙しくなりますが、お

礼の手紙を励みにお届

けの準備をしています。

トステム健康保険組合では、社員が自

分の健康を自分で管理できるよう、年間

を通じてさまざまなサポートを行っています。

各自が自分の生活習慣を確認するため

の「チェック」、生活習慣改善のためにど

のようなことをすればよいのかを指導する

「トライ」、各種相談や検診などを行う「教

室・セミナー」など、充実したプログラムを

組んでいます。

なかでも、1998年から行っている「禁煙

キャンペーン」は、総参加者数400名、断

煙達成者118名の成果を上げています。

2003年5月に健康増進法が施行された

のを機に、これまでの「喫煙者のための禁

煙指導」から「たばこを吸わない人の受動

喫煙を防止する指導」にまで活動を広げ

ていく予定です。

本社は1999年から全館禁煙とし、喫

煙スペースは中庭のみとなっています。

第一大島小学校の児童と
一緒に記念撮影

「トステム社員が選ぶ2002
年MVP賞」を獲得した中田
浩二選手

環境問題を取り上げた162号、社員が
表紙に登場の168号など好評です

大島二丁目町内会の皆様と社員

東京都から贈られた
献血協力への感謝状

町会長の渡辺道夫
さん「町内会の献血
者数の半数以上はト
ステム社員さんです」

東京都東赤十字血
液センターの田中
真人さん「年末の忙
しい時期も協力し
ていただき、大変感
謝しております」

スタッフの説明を熱心に聞
く中学生の皆さん

台原中学校卒業生の社員
が質問に答えました

覚えたての字で書かれた
小学1年生からのお礼状

プレゼントされた水筒
を手にする社員と長男

二丁目町内会が主催して本社ビル近くの

町内会館で開催、2002年は社員55名が

参加しました。12月はトステム社内で実施

し、参加は176名にのぼりました。2001

年には、長年の献血協力に対して、東京

都から感謝状が贈られています。

総務部では、事前に社内のリフレッシ

ュコーナーに告知ポスターを掲示したり、

当日は社内アナウンスをしたりと、積極的

に社員の参加を促しています。

年4回発行の『け
んぽ』で健康管理
の実践法を紹介

第5回禁煙教室の講師は
東京女子医科大学の阿
部眞弓先生
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